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隈府ﾆﾋ井ノ外遺跡で発掘調査をした場所は、新しく菊池高校の体育館やプール、地下雨水

ちよりゅうそうじめんしたむかしひとせいかつ

貯留槽をつくるところです。それらをつくることで、地面の下にある昔の人たちが生活した

はつくつちょうさ

あとがなくなってしまうので、発掘調査をしました。
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発掘調査では、中世の頃（約１４世紀後半～１５世紀）の生活のあとが見つかりました◎

じめんあなほは し ら た た て も の ほったてぱしらたてものいどみぞおおあな

地面に穴を掘り、そこに柱を立てた建物である掘立柱建物や井戸のあと、溝や大きい穴な

かこ お も （ 二じゆうばりしよつきにたつか

どのほかに、それらを囲むと思われる二重の堀がありました。また、食器や煮炊きに使われ

はじきすやせきかつしょくどきゆにゆうとうじきたすうで

た土師器という素焼きした赤褐色の土器や輸入陶磁器が多数出てきました。これらはこの

たてものぐんしゅうへんすひとびとにちじょうてきつかかんが

建物群周辺に住んでいた人々が日常的lこ使ったものと考えられています。

わいふどいのそといせきやくメートルしほう<かくちゅうせいほり<かくないぶたてもの

この隈府土井ノ外遺跡には約100ｍ四方に区画をする中1世の堀と、その区画の内部に建物

<かくうちがわほりかこくうかんうちがわくうかん

のあとがあります。そしてその区画の内側にさらに堀に囲まれた空間があり、内Ⅲ１の空間にも

た て も のおも

建物のあとがあるのではないかと思われます。
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隈府土井ノ外遺跡の発掘調査でわかったこと
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序文

熊本県教育委員会では、熊本県立菊池高等学校校舎等改築工事

に伴う埋蔵文化財発掘調査として、菊池市の隈府土井ノ外遺跡の

発掘調査を実施しました。

調査の結果、遺跡の中心となる中世の堀跡、掘立柱建物跡、柵

列跡、井戸跡、土壌などを確認することができました。

この報告書が県民の皆様をはじめ多くの方々に活用され、埋蔵

文化財の関心と理解を深めていただく一助となれば、喜びに堪え

ません。

なお、調査の実施に御理解と御協力をいただいた地元の方々、関

係機関、並びに指導・助言をいただいた先生方に対して厚くお礼

申し上げます。

平成２１年３月３１日

熊本県教育長山本隆生
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本書は、熊本県立菊池高等学校校舎等改築工事に伴い、記録保存を目的として

実施した、熊本県菊池市に所在する隈府土井ノ外遺跡の発掘調査報告書である。

現地の本発掘調査は、熊本県教育庁施設課の依頼を受け、平成17年度から平成

18年度にかけて、熊本県教育庁文化課が行った。

整理・報告書作成は平成19年度(2007年)から平成20年度(2008年)にかけて熊

本県教育庁文化課、熊本県文化財資料室で行った。

国土座標軸による測量基準杭の設定は㈱有明測量開発社に委託した。

本書に掲載した航空写真は、九州航空株式会社に委託した。

本書の周辺遺跡分布図に掲載した地図は国土地理院発行の熊本１；50,000地形

図である。

遺構実測・地形測量及び製図の一部は株式会社九州文化財研究所に委託した成

果品である。

遺物実測及び製図の一部は東海アナース株式会社に委託した成果品である。

遺構の写真撮影は調査担当者、遺物写真撮影は村田百合子、平岡浩晃が行っ

た。

鉄器処理は今田里枝、大塚トシ子、平川早苗が行った。

自然科学分析は、パリノ・サーヴェイ株式会社に委託した。

本書の編集は西住欣一郎、麿田静学、木村元浩を中心に行い、岩下萌、加藤

早織、佐藤淳子、府内博子、松本裕子が補助した。

出土遺物・写真・図面等は、熊本県文化財資料室に保管している。
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凡例

１本書で使用している方位は、座標軸を基準とした北を示している。

２報告書に掲載した実測図の縮尺は、掘立柱建物跡・柵列跡はS=1/80、井戸

跡・土壌・不明遺構はS=1/２０．１/40、堀跡・溝跡・その他は不統一である。

３須恵器については、断面を黒で塗色し、その他のものは白抜きにした。

４土層及び土器の色調は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修「新版標

準土色帖」（財団法人日本色彩研究所；2004)に準拠した。

５写真の縮尺は任意である。

６発掘遺構には遺構の種別を示す以下の略号を使用した。

ＳＢ(掘立柱建物跡)ＳＡ(柵列跡)ＳＤ(堀跡・溝跡)ＳＥ(井戸跡)ＳＫ(土嬢)ＳＸ(不明遺構）

７遺構図中の断面にかかる石については、斜線で表記している。
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第１環０冊在の経紳と総過

第Ｉ章調査の経緯と経過

第１節調査の経緯

熊本ﾘ！↓教育庁文化課は、熊本県立菊池高等学校校舎等改築工事に伴い平成１５年１１月１２日付け敦施第2016

号で熊本県教育庁施般課から埋蔵文化財の予伽調査依頼を受け、平成１６年１月６日～７日と平成１６年２月

２４日～２６日の２度にわたって埋蔵文化財の確認調査を実施した。その結果、埋蔵文化財の存在を確認し、そ

れぞれ平成１６年１月１５日付け教文第2842号、平成１６年３月１２日付け教文第3421号で施股課に結果と本

調査の必要性を通知した。しかし、建設予定地の変更等により平成１６年１０月２６日付け教施第438号で改め

て施設課から新たな建設予定地の予備調査依頼を受け、平成１７年１月１２日～１７日と平成１７年１月２５Ｈの

2度にわたって埋蔵文化財の確認捌査を実施したところ、埋蔵文化財の存在を確認し、それぞれ平成１７年２

月４日付け牧文第3054号､平成１７年３月７日付け教文第3302号で施設裸に結果と本綱査の必要性を通知した。

その後、建設予定地について、施投課より文化財保識法第９４条第１項の規定に腿づく発掘調査の通知（平

成１７年６月８日付け教施第267号、平成１７年８月１８日付け教文第1293号）を受けた。その後、発掘調在

の期日等の協議を進め､施設課より発掘調査の依頼文と承諦#(平成１７年９月２９日付け教施第507号)を受け、

文化財保謹法第99条第１項の規定に基づき、発掘調査実施の通知（平成１７年１０月７日付け教文第1800号）

を行った。そして、平成１７年１１月２１日より、平成１７年度の隈府土井ノ外遺跡の発掘調査を開始し、平成

１８年３月３１日に終了した。平成１８年度は、改めて施設課より発掘捌査の依頼文と承諾脊（平成１８年４月

１２日付け教施第42号）を受け、文化財保謹法第99条第１項の規定に蕪づき、発掘i淵査実施の通知（平成１８

年４月１３日付け教文第８７号）を行い、平成１８年４月１４日より発掘iWl査を開始し、平成１８年１１月３０日に

終了した。遺物整理・澱告書作成については、すべての調在が完了した平成１９年度～平成２０年度に行った。

なお、遺跡名については、熊本県遺跡地図には「菊池氏航跡」と登録されているが、本書では混乱を避ける

ため、字名より「隈府土井ノ外過跡」を使用する。

第２節調査の組織

●確認捌在

【平成１５年度】

調査責任者成瀬烈大（文化課長）

調査総括島津義昭（教育審繊貝兼課長袖佐）西住欣一郎（文化財捌査第２係良）

調査事務局吉田悪（課長補佐）欄杭正義（主幹兼総務係長）天野が久（主任主1f）杉村抑彦（主邪）

調査担当野田英治（文化財保瀧主事）

【平成16年度】

調査責任者島津義昭（文化課長）

調査総括倉岡仰（課長補佐）西住欣一郎（文化財捌査第２係腿）

調査事務局吉田悪(課長補佐）柵杭正義（主幹兼総務係長）天野蹄久(主任主ﾘＩ）小谷仁志(主任主ﾘｆ）

調査担当臓田静学（参事）木村龍生（学芸員）中尾健照・内田成香（以上非術勤職員）

●本調在

【平成１７年度】

調査責任者梶野英二（文化課畏）

調査総括倉岡１MＪ（課長袖佐）西住欣一郎（文化財捌在第２係長）

調査邪務局吉田恵（課長補佐）四元正明（主幹兼総務係長）塚原健一（参邪）小谷仁志（主任主事）

調査担当慶田筋学（参事）松村洋史（文化財保謹主耶）内田成香・戸田英佑（以上非常勤職員）
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鋪３節過榊保存等の協晩

【平成18年度】

調査責任者梶野英二（文化課長）

調査総括江本直（課長補佐）西住欣一郎（文化財調査第２係長）

調査躯務局吉田悪（課長補佐）高宮優美（主幹兼総務係長）塚原健一（参事）小谷仁志（主任主事）

調査担当瞬田静学(参事）松村洋史(文化財保護主事）内田成香･牛島晋治･上土井朋美(以上非常勤職員）

●雛理・報告書作成

【平成19年度】

整理責任者梶野英二（文化課長）

整理総括江木直（課長補佐）西住欣一郎（主幹兼文化財調査第２係長）

整理聯務局宗村士郎（教育審議員兼課長補佐）高宮優美（主幹兼総務係長）塚原健一（参事）高松克行（主

任主事）

整理担当松村洋史（文化財保謹主邪）岩下萌・松尾麻由（以上非常勤職員）

【平成20年度】

整理貿任者米岡正治（文化課長）

整理総括江本直（課長補佐）西住欣一郎（主幹兼文化財調査第２係長）

整理ﾘ「務局宗村士郎（教育審議員兼課長袖佐）川上勝美（主幹兼総務係長）山田京子（参事）高松克行（主

任主蛎）

整理担当西住欣一郎廠田静学（参聯）木村元浩（参恥）岩下萌・加藤早織・佐藤淳子・松尾麻由

（以上非常勤職員）

第３節遺織保存等の協議

平成１７年度から平成１８年度にかけて行った遺榊保存協議の主なものは次のとおりである。

(1)平成１７年度

１０月２０日：確認調査の結果、本発掘調査で中世の館跡が検出される可能性が高いと判断したので、重要

な週構が見つかった堀合の共通理解を図る目的で、発掘調査開始前に県教育庁施設課と協議した。

１１月１４日：旧第２体育館、旧武適期の建物解体工事に立ち会った結果、建物基礎以外の部分での遺構の

残存状況が良いので、解体工事では基礎を残したままにする協譲を県教育庁施設課、県土木部営縄室と行

った。

(2)平成１８年度

４月６日：施設課・営網室・文化課の三者で、新たに建設するプール、アリーナの設計を変更して遺跡を

保存できないかの協議を行った。

４月１７日：文化課から施設課に平成１７年度の発掘調査の成果を報告し、プール、アリーナを建設する際

に辿櫛を極力保存し、簸小限度の記録保存の発掘調査に止めることを要望した。

５月８日：施設課・営綱室・文化課の三者で、過柵保存のための設計変更協議を行った。協議の結果は次

の通りである。

プールは30ｃｍかさ上げし、遺櫛の全面保存を図る。アリーナはできるだけ遺栂に影響を及ぼさないよ

うな工事を行う。駐車場は遺構に影響がないｴﾘを行い、全面保存を図る。井戸跡は移設復元をする。

第４節調査の方法と経過

今回、調査を行った箇所は、熊本県立菊池高等学校敷地内に位世し、菊池市中心部の御所通りに面していて、

３つの調査区に分かれており、その総面稲は約4,400㎡である。
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節１歳細流の維紳と維過

調査は、まず１区（平成１７年１１月～)、３区（平成１８年２月～)、２区（平成１８年６月～）の順に亜機に

よる表土掘削を行った。その後、全ての調査区の基準点及びメッシュ杭投置を㈱有明測量開発社に委託し、世

界測地系の国土座標軸を使用する区画設定をした。区画は10ｍ×１０ｍで設定した。

表土掘削後、それぞれの調査区で消掃し遺櫛検出を行ったが、撹乱が多く難航した。遺柵は、土届断面図作

成のため半裁し、図面をとったあと完掘して平面図の作成を行った。辿櫛実測図については、その一部を株式

会社九州文化財研究所に業務委託を行ったが、各調査員が袖足部分等は随時書き足しを行い、より精度の商い

ものとなるように努めた。またそれぞれの過柵や全景の写真撮影には、３５ｍｍ及び中版の２棚顛の機材を用い、

35ｍｍは断面から平而すべての柵影に使用し、中版はそれぞれの遺桝の完掘状況・全景撮影のみに使用した。

なおそれぞれリバーサル・白黒で撮影を行った。さらに、澗査区全体の地形情報や辿柵配置等を知るため、地

形測量も株式会社九州文化財研究所に委託した。

空中写真拠影は、平成１７年度に２回（いずれも大型ラジコンヘリコプター）と平成１８年度に１回（実機ヘ

リコプター）の計３回、いずれも九州航空株式会社に業務委託を行い、広大な調査区全体を明らかにすること

ができた。

発掘調査は、平成１７年１１月より開始し、平成１８年１１月に終了した。当初、１５ヶ月の調査期間で予定し

てあったが、急遜工耶等の関係で１２ヶ月という慌しいものとなった。その間の経過は、次の通りである。

【平成17年１１月】

２１日発掘調査開始。重機によるトレンチを入れて遺櫛面を確認しながら層位の確縄を行う。

２４日入れた卜レンチを元に１区全体の表土掘削を重機で行う（～１２月１３日)。

２８日山鹿市教育委員会の中村氏、前田氏来跡。助言をいただく。菊池市教育委員会の高見氏も来跡。菊池市

との協力を確認。

【平成17年１２月】

１日腿本商工高等学校教諭水野氏（元文化課職員）来跡。助言をいただく。

９日l区中央付近で巨石を円形に組んだ井戸検出。

１２日基地点及びメッシュ杭設世作業開始（～１３日)。

２２日大雪のため調査区は全て雪に隠れる。

２８日平成１７年最後の作業。年明けの空撮に向けて近世の石列の検出をする。

【平成１８年１月】

１０日新年最初の作業。明日の空撮に向けて石列をきれいに洗う。

１１日午後より１回目の空撮を行う。被写体は近世の石列｡撮影後､中世の遺構検出面に向けて掘る。係長来跡。

１８日課長、課長補佐来跡。

２４日午後より教育庁文化課、教育庁施設課、土木部営細室、菊池高校の四者協搬を現地で行う。

２５日温故創生館の村崎氏、矢野氏来跡。助簡をいただく。

２７日大洲の存在を砿認する（後に堀に変史)。

【平成18年２月】

３日菊池地域振興局と協議。

８日３区の電柱撤去。それにより３区が掘削できる状態になる。地下式防空壕を検出。

１３日３区の重機による表土掘削を開始（～２３日)。

１４日禍岡大学の小田富士雄先生来跡。温故削生館の矢野氏と視察される。山鹿市教委の中村氏来跡。

１５日装飾古墳館の池田氏来跡。

２３日植木町教育委員会の中原氏、増田氏来跡。

２７日菊池市教委阿南氏来跡。関迎調査のため禍井県の一栗谷朝倉氏過跡に出張（～３月１日)。
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節４節剥在の方法と維過

２８日菊池市教委阿南氏来跡。

【平成１８年３月】

３日菊池市教委高見氏来跡。

８日２回目の空撒を行う。被写体は１区及び３区の全景。

９日菊池市教委阿南氏来跡。

１０日非常勤職員の牛島、末永が調査手伝いのため合流（～３１日)。

１４日菊池市文化財保謹審縦委員会委員１５名来跡。菊池市教委高見氏、阿南氏同行。

２４日菊池市教委阿南氏来跡。

２９日課長、課焚補佐、係災来跡、現地協識。

３１日平成１７年庇最後の作業。予算の関係で午前中のみ作業を行う。

【平成１８年４月】

１４日平成１８年度最初の作業を行う。１区の消掃から行う。

２０日３区の消柵を始める。

２８日菊池市教委坂本氏来跡。

【平成18年５月】

９日県教育長来跡。

１０日非常勤職員の中尾、捌在手伝いのため合流（～６月２日)。

１８日県教育次災来跡。

２５日３区全体の過櫛検出状況撮影を始める（～２６日)。

【平成18年６月】

５日２区の亜機による表土掘削をはじめる（～９日)。

８日２区の澗掃をし、遺柵検出を始める。

１３日２区の辿柵検出状況棚影を行う。３区の掘立柱挫物跡の掘削に入る。

１４日２区の遺櫛配置図の作成を行う。

２７日前日までの大雨で２区の壁が崩れ復旧作業を行う。前日はプールのようになっ２７日前日までの大雨で２区の壁が崩れ復旧作業を行う。前日はプールのようになっていた。

【平成18年７月】

６日熊本大学名誉教授の北野先生と熊本大学教授の甲元先生来跡。賞函なご意見をいただく。

７日熊本大学名誉教授の工藤先生来跡。貴重なご意見をいただく。

１８日この日から４日連続で雨のため作業中止。

【平成18年８月】

５日熊本市立熊本博物館の考古学講座の現地講座を本遺跡で行う。約40名来跡。

７日山鹿市教委中村氏来跡。

８日大分県教育庁坂本課長来跡。

１７日台風対紫をする。３区は土層注記を行い、調査はほぼ終了。

１８日台風襲来。大きな被害はなし。

２３日励徳小学校教諭野田氏（元文化課職員）来跡。本遺跡の試掘調査を担当されたときの情＊２３日励徳小学校教諭野田氏（元文化課職員）来跡。本遺跡の試掘調査を担当されたときの情報などを伺う。

２８日隈府小学校４．５．６年生約40人、本遺跡を兇学。

２９日課長補佐来跡。

【平成18年９月】

１２日１区の堀跡の掘削を始める。

２０日菊池市文化財保護協会見学のため来跡。
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節Ｉ轍調査の経紳と経過

２１日菊池市教委高見氏来跡。

２５日２区の堀跡の掘削を始める。

２６日菊池市教委堤氏来跡。

２９日菊池市教委阿南氏来跡。

【平成18年１０月】

１０日棚削スピードにあわせるため、現場をストップし、実測のみを職員で行う。

１８日課長補佐、係長来跡。今後の予定を確認する。

２７日１区の作業終了。

３０日菊池高校の生徒の見学。１１月７日までに１０クラスほど見学する。

【平成18年１１月】

３日現地説明会。午前と午後それぞれ行う。あわせて約80人集まる。

４日熊本日日新聞に現地脱明会の紀邪が載る。

５日熊本市教育委員会冨田氏来跡。助言をいただく。

７日３回目の空撮を実機ヘリコプターで行う。

１４日１区の堀跡の土層剥ぎ取りを行う（～１７日まで)。

１６日県文化財保謹審議員今村氏来跡。菊池高校学校長以下４名来跡。過跡の説明を行う。

２０日調査区全ての埋め戻し開始。１区及び３区には保存のため山砂を入れる（～３０日まで)。

２７日菊池北小学校、学校災及び６年生全員見学のため米跡。現場及び遺物の説明を行う。

３０日機材及び資材等の県文化財資料室への搬出。

【平成18年１２月】

１日コンテナハウス覗務所の撤去。
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節２節歴史的閲境

第Ⅱ章位置と環境

第１節地理的環境

菊池市は、熊本県の北部を流れる一級河川菊池川の中流域に位置している。菊池川は、東の阿蘇外輪山に源

を発し、数多くの支流を合流させながら平野部をつくり、西の有明海に注ぐ。東高西低のこの地形は、そのほ

とんどが、地織変動や阿蘇の火山活動によって形成された溶結凝灰岩をはじめとする堆積物と、それを侵食し

た菊池川などの川の堆積作用によって生まれたものである。当該遺跡は、菊池市の中心部、菊池川の支流迫間

川によって形成された「隈府扇状地」にある。この地点の標高は約７５ｍで南西に向かって低くなっている。

豊後や阿蘇と接する北東部は、険しい山々がそびえ、外敵を防ぐ天然の要害となっており、菊池の生活文化が

川を通して発展してきたことが、菊池川流域に集中する数多くの遺跡からうかがえる。

第２節歴史的環境

菊池地域に分布する過跡について時代ごとに述べる。

旧石器時代

この地域における旧石器時代の遺跡で正式に調査が行われたものはない。しかし、細永地区ではナイフ形石

器、尖頭器、剥片石器などが採集され、長野地区では尖頭器が採集されている。その他では、伊野遺跡のナイ

フ形石器や尖頭器、原遺跡の細石器、松島遺跡の細石器などがこれまでに確認されているが、いずれも調査が

なされたわけではなく、ほとんどが表採によるものである。これらの出土地はいずれも開墾等の撹乱を受けて

おり、調査を困難なものにしている。

純文時代

この地域の縄文時代の遺跡には、押型文土器が出土している西ノ平過跡がある。竹ノ上原遺跡は、後期の住

居跡が確認されている。岡田遺跡では、中期の過物が出土しているとともに、弥生時代の複合遺跡である。西

村上遺跡は、縄文時代晩期から平安時代の複合過跡である。一本松遺跡は、後晩期の土器とともに勾玉が採取

されている。その他、岡田野寺遺跡、山崎遺跡、屯尾原遺跡、流川遺跡、三万田東原遺跡、天城遺跡、医者ど

ん坂遺跡等がある。三万田東原遺跡、天城遺跡については、それぞれ、三万田式土器、天城式土器の標識巡跡

である。

弥生時代

弥生時代の過跡では、うてな遺跡と小野崎遺跡が、大規模な環濠集落として注目される。うてな遺跡は、弥

生時代の他、古墳時代及び奈良・平安時代の辿榊が確認されている。岡田遺跡では、多数の翌棺墓群が検出さ

れ、その隣接には、支石墓の上石と思われるものが確認されている。水次週跡では、変棺墓35基と土峨慕２８

基が検出されている。周辺には、津袋大塚遺跡・津袋蜜棺墓群、袈裟尾過跡、立石遺跡、神来支石墓等が主な

遺跡として注目される。

古嫡時代

うてな台地の東部には、袈裟尾丸山古墳、袈裟尾茶臼塚古墳、袈裟尾高塚古墳の３基が存在する。袈裟尾丸

山古墳は直径約２０ｍの円墳である。これは６世紀後半代の築造と考えられており、小型の竪穴式石室と考え

られるが、内部主体部は破壊されている。袈裟尼茶臼塚古墳の内部主体は、横穴式石室であり、袈裟尾高塚古

墳は、複室櫛造の横穴式石室である。

６



卵Ⅱ章位田と照境

この古塙群の北西方向の谷には、大井桶谷横穴群、大井桶横穴群がある。また、うてな台地の南端部には、

山崎古墳、十蓮寺古墳、水次遺跡、ハヤマ塚古墳が存在する。うてな台地の西端部には、瀬戸口横穴墓鮮、う

てな古墳、北上原古墳、豊水横穴墓群が近接して存在する。さらに、うてな台地の北側の谷部には、ヒジョウ

谷横穴墓群がある。桶之口Ｂ横穴墓群、山田・桶之口Ａ横穴墓群、井桶谷・大井桶横穴墓群については、未

調査で詳細は不明である。

菊池平野を挟んだうてな台地の対岸の花房台地上には、石人や石製品が出土している木柑子のフタツカサン

古墳と木柑子高塚古墳がある。

古代

古代の過跡では、西ノ平過跡、流川過跡、十蓮寺跡がある。

西ノ平過跡では、竪穴住居跡が検出されている。流川遡跡では、竪穴住居が検出された上、思書土器、越州

窯青磁､銅椀等が出土している。十蓮寺跡は､菊池市西寺の西寺遺跡の西北､約1.51mの地点であり､塔の心礎や、

多数の布目瓦、墨醤土器等が確認され、菊池の郡寺ではないかとされている。

周辺については、うてな台地の北側の山鹿市から菊池市にかけて所在する鞠智城跡が注目される。鞠智城跡

の亜要性については、あえてここで述べるまでもないため省略するが、菊池市深川、西寺に存在する遺跡の位

撒付けを考えるためには、その関連性も含めて避けて通ることができない。なお、菊池郡筒推定地の西寺遺跡

の周辺地域には、条里制が施行されていたとされ、大淋寺西部にも断続的に確認できるとされている。

中世

菊池には、中世の過櫛として「菊池十八外城」がある。

現在の隈府城山で菊池神社鎮座の地が菊池氏の本城で、ここから南及び西方一帯にかけて戸崎城、古池城、

菊池古城、地尾城、増永城、台城、神尾城が丘陵地や平地を利用して配置されている。また、本城の東、北方

面には菊池川、迫間川、両河川の渓谷付近に、城林城、茂藤里城、黄金塚城、市成城、掛幕城、購取城、五社

尾城、葛原城、虎口城、穴の城がある。

このように、隈府の菊池本城を中心にして多くの支城が網の目を張ったように配置された姿は、中世の郁市

の梯相を表している。
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熊本県（43）菊池市（210）

０
畝

熊本県（43）旧鹿本郡菊鹿町（現山鹿市）（382】

表１隈府土井ノ外遺跡周辺遺跡一覧表（１）

鋪Ⅱfit位Hjfと噸肺

遺跡番号

０２８

029

030

032

033

０３８

｜而示
040

0４１

042

０４３

044

045

遺跡名

隈部飽跡

倉井屋敷

鷹取城跡

造音寺隈部氏墓地

広 の 原 城

荊諏寺古塔碑群

上永野努中寺跡
艇取城

霊郎丸の宝憧印塔

清潔寺腰部氏墓地

阿佐古氏の厘倣跡

乙子明神跡・雄明神跡

所在地

上永野高地

阿佐古

太田臓取

上 永 野 桶 ロ

長

上永野大丸

上永野

太田庶取

五郎丸

阿佐古

上永野大丸

上永野

阿佐古

時代

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中１

中Ｉ

中世

中世

中世

中世

中世

種別

航跡

包蔽地

城

遠地

堀

石造物

寺社

城

石造物

城

墓地

包蔵地

寺社

指定

県

町

町

備考

震郁氏-旗の蔑闘婚定あり､遮樵隻両遡存三

十六羅漢町指定

通称陣の口

大乗経十一部経塔、板碑・宝瞳印塔

遺跡帝号

００１

002

008

041

０４７

048

053

054

056

057

059

０６３

０６４

０６５

066

068

０６９

０７１

072

０８３１
085

086

088

090

０９１

０９２

097

1７１

００

０２

０３

)５

0８

0９

'０

1３

1７

1８

2０

4７

5０

】２

5３

5８

5９

６１

6２

6３

6７

6８

7０

過跡名

虎口城跡（八方概城跡）

葛原城跡

内

大塚

堀切の長者の的石

迫間眼銃掘

孔子堂跡

守山城跡及内悪尾跡

正観寺の磁石群

菊池武光外歴代噛墓

玉祥寺の焚蝕

内田川流域粂里跡

九俵山大琳寺跡

竪裟尾山北掘寺跡

熊耳山正観寺跡

隈府土井ノ外

竹 ノ 上 原

無量山西福寺跡

赤星有隆の墓

菊の城跡

西寺郡家及び±畳誌

西

南図

深川城

菊の池跡

赤星福土・水溜

古 池 城 跡

万太郎Ａ

城山

手洗山南福寺跡

正観寺地蔵堂

東掘寺

東福寺古培群

菊池氏悪所

城林域跡

キリシタン産地

亘の経筒出土地

中尾の宝睦印塔

戸崎城跡

樋画之口

神来

鞠智城木野神社礎石

鞠智城堀切I加l礎石

鞠智城深迫門礎石

西原Ｂ

東山ノ上

条里跡

灸 里 跡

広頭下ノ平

広瀬無田Ａ

膜田上原

森北院ノ馬珊・迫畑

里 跡一

所在地

龍門

市野瀬城山

畏田（通称大唾）

木野（通称堀切）

迫間

玉祥寺

隈府城山

隈府（通称正剛寺）

隈府（通称正肌寺）

玉祥寺

商栂古閑･宮の前ほか

大琳寺

盟裟尾

隈 府 正 剛 寺

隈府

袈 裟 尾 竹 ノ 上 原

西寺

西寺水町

北宮城ノ堀

西寺（通称高田）

西寺（通称高田）

西寺南回

北 の 宮 町 城 の 堀

深川

赤星福士・水溜

出田

赤星 万 太 郎

赤星万太郎

出田

隈府（通称正奴寺）

亘 堂 山

亘 堂 山

亘 屋 敷

木庭古城

木庭中尾

亘道ノ上

木庭中尾

今南山ノ上

米原

大琳寺

木柑子

木柑子

広瀬下の平

広瀬無田

藤田上原

代原長者原

惜原長者原

§原長者原

時代

中世

中世

中世

弥生～古代

古代

近世

近世

中世

中世

中世

中世

古代・中世

中世

中世

中世

中世

古代

中世

中世

弥生～中世

古代・中世

古代・中世

古代・中世

中世

中世

細文～古代

中世

細文･古代･中世

縄文･弥生･古代

中世

中世

古代

中世

中世

中世

近世

古代

中世

中世

縄文～中世

古代

中世

中世

中世

古代

古代

古代・中世

古代・中世

古代・中世

古代

中世

奈良

純文（早期・
晩期）・古代

穂別

城

城

城

包蔵地

石造物

建造物

寺社

城

寺社

填蕊

石造物

生産

寺社

寺社

寺社

包蔵地

集落

包蔵地

墓

城

包蔵地

包厩地

包蔵地

城

包戯地

築落

城

包蔵地

包蔵地

寺社

寺社

寺社

石造物

墓地

城

墓地

包蔵地

石造物

城

包蔵地

包蔵地

城

城

城

包薩地

包藤地

生産

生産

生産

包蔵地

生産

包蔵地

包蔵地

指定

市

市

市

市

県

県

市

市

市

幸
Ｉ

『
、
．

市

市

市

市

市

県

市

市

市

市

市

鮒考

菊鹿町ではシンノス城

弥生後期土器、土師器

礎石列、布目瓦

正奴寺境内蕊地外、市内一帯

荒鯉が県指定、宝瞳印塔あり

嵩概全域に及ぶ

五梢塔を含む

布目瓦・土師器・諏恵器・瓦器出土

西福寺境内蕊地

別名菊之城跡、菊池十八外城の１つ、弥生、土師も包含

布目瓦出土、菊池郡家か？

布目瓦・土師器

十八外城の１つ

本堂裏、青磁・白磁壷の藤骨器

菊池氏関係五輪塔、その他の群

菊池氏十八外城の１つ、山城

十字ある窯銘誕碑数基（ｷﾘｼﾀﾝ墓地）

粁銅経筒の－部、緑軸

弘治四年銘、２基

菊池氏十八外城の１つ、山城

移転したもの、祭祁

柱穴、土坑出土

１，f陳船主

細文土器（押型文土器､縄文晩期の土器)､古代の土師器
須廼器



０４６ 若宮城跡 下内田若宮

050 玉専山妙覚寺跡 下内田（通称川西）

051 若宮原 下内田若宮原

054 下内田の宝箇印塔 下内田川西

０５５ 内田相良先祖の墓 下内田川西

057 島田 下内田上島田･下島田

０５８ 山の弁城跡 下内田山の井

０６０ 辺田目六地蔵塔 下永野切開日

０６５ 目垂軽迩 大田長谷原

066 日垂戦跡 下内田上日護

０７０ 川西の六地躍 下内田川西

073 醜前寺跡 太田瓢

０７４ 合勢古戦唱 松尾梱枕

075 原谷原経塚 長

076 石エ仁平眼鐙機 下内田

077 累世岱跡 下内田

079 日渡六地戯 太田

０８０ 来民駅家跡 下内田下島田

085 清頚寺跡 下内田山の井

086 下永野田中寺跡 下永野田中

087 下永野城跡 下永野三反田

088 造音寺古塔碑群 上永野

089 上永野 上永 野 高 池

090 迦嶋寺跡 松尾遊珊

０９３ 大林照皿寺跡 松尾（通称大林）

094 彰教禅寺跡 松尾竜偲

095 腰（輿）掛松 木野〈通称迫）

096 木山城跡（木野城） 木野（通称迫）

100 鞠智城跡 米原長者原

1０１ 池の尾円磯石 米原長君原

102 馬こかしの石垣 米原長者原

103 長者原理石群 米原長者原

1“ 長者山硬石群 米原長者原
105 鞠智城少監囲壁石群 米原長君原

106 紀屋敷理石群 米原長者原

107 鞠智城盤座 米原長者原

108 鞠智城水門跡 米原長看原

109 鞠智城わくど石 米原長者原

1１０ 鞠智城涼御所跡 米原長者原

1１１ 鞠智城櫓現さん 米 原 長 者 原

112 鞠智城佐官殿 米原長者原

115 木山妙音寺跡 松尾木山

１１７ 同田貫刀工屋敷跡 米原（通称飽掛松）

120 長者どん足型石 米原長者原

121 大円口 松尾

122 長者井戸 米原

遺跡缶号 週跡名 所在地

025 鹿本平野集里整 庄大草ほか

028 諏袋域跡 津袋広江

033 平源寺跡 津袋本村
035 光明寺跡 庄 小 路
036 泉祖寺跡 庄小路
043 高担任⑱跡 高橋（通称阿内）

063 内田川涜域蒙里跡 高橋古閑ほか

43）旧菊池郡七城町（現菊池市）（401）
遺跡野号戸這露 一二 所在地

001 台城跡 台壇全上

005 菊池兼朝の基 岡田宅地
007 十迎寺跡 水次久保ノ上
008 神尾城跡 水次皿敵

012 岡田の繍鐘塔 岡田宅地

014 神偲山正善寺跡 岡田宅地

019 岡 田 岡田

024 届函W 砺司砂田宮ノ前

025 船瑠嶋・俵落し堀跡 甲佐

０３７ 卜、師 小野町上面誼

042 ｎ尾城跡 、尾城平

045 碧忠正普寺跡 趣尾城平

表２ 隈府

中世 蟻

中世 寺社

抑文～中世 包蔵地

中世 石造物 町

近世 墓地

包亜地

中世 城

中世 石造物

中世 経塚

中世 城

中世 石造物

中世 寺社

中世 軍事

中世 経塚

近世 廻造物 町

中世 包蔵地

中世 石造物

古代 交通

中世 寺社

中世 寺社

中世 城

中世 石造物

縄文～古代 包蔽地

中世 寺社

中世 寺社

中世 寺社

縄文～古代 包競地

中世 城

古代 城 県

古代 城

古代 城

古代 城

古代 糖

古代 糖

古代 城

古代 祭記

古代 城

古代 祭記

古代 域

古代 祭肥

古代 城

中世 寺社

中世 包璽地

中世 石造物

古代 城

古代 城

時代 種別 相定

古代・中世 生産

中世 城

中世 寺社

中世 寺社

中世 寺社 町

中世 包睡地

古代～中世 生産

時代 租別 柑定

中世 城 町

中世 墓 町

奈良・平安 寺社 町

中世 城 町

中世 石造物

中世 寺社

抑文～中世 釦誇散

由什＋ 城 町

近世 港湾

平安 官衝

中世 城 町

中世 寺社

週

配文士鵠・磁船・瓜昭石刺片

６段式。、部を失う、正和三年銘

江戸時代砲峻

井戸あり

享保８年迩立

長谷原経埋、天文１８年鬼塚武薙守純方立碑、軽石埋納

下永野域、園部武治・富田氏綾

古代山城

鞠智城内

彼世の箪造、石垣あり

鞠智城内

鞄智城内

鞠智城内

巨岩堆頓、七雷＝罰信仰の対象とする

小高い丘、寂御所と呼ばれる建物跡か

祭肥週跡、神鯛

側考

庄地区水田全面に及ぶ

二天及び古碑古塔

君樋全域に及ぶ

囲考

水島城の別名あり

正蕃寺跡にあり、菊池京１８代

奈艮・平安期、塔心理・布目有文多敵

七城の１つ、水次氏の層城．水次城の別名あり

七城の１つ、西郷氏代々居住、別名地永城跡

藩営米の祇出増、高瀬御戯へ舟運

菊池十八外城の１つ、肌野神社中心

覧表（２）



鋪Ⅲ軍調在の成果

第Ⅲ章調査の成果

第１節調査区の基本土層

発掘調査は１区・２区・３区に分けて実施した。１区はアリーナ（旧第２体育館、旧武道場)、２区は地下貯

留槽（旧体育館と管理棟の間の広場)、３区はプール（建て替え）を建設する場所である。

各調査区は第Ｉ章第３節で述べたように、できるだけ遺構等を保存するための協議を関係者で行い、３区は

全面、１区は部分的に保存することができた。２区は地下深く掘削する必要があるため、設計変更が不可能で

あったので、記録保存目的の発掘調査を実施した。

第２図は１区～３区で確認できた基本土層の略図である。現地表の標高は約７５ｍである。股上層は表土府

であり、最大厚さは約10ｃｍである。

１屑は盛土層で、江戸時代の遺物が包含されている。最大厚さは約60ｃｍである。

２層はａ。ｂの二つに細分できる。

２a層は２ｂ届よりやや明るい黒褐色土届で、最大厚さは約16ｃｍであるｃ

２b層は黒色土層で、蛾大厚さは約17ｃｍである。２a層・２b層は中世の遺物包含層である。

３層は黄褐色土でアカホヤ火山灰が混じる層である。般大厚さは約15ｃｍである。

４層は褐色土で、固くしまっている。最大厚さは約１５ｃｍである。

５屑は砂喋層で、約20ｃｍの深さまで掘り下げている。この屑の堆稲には過跡付近に流れている迫間川が起

因していると考えられる。

各調査区で検出した掘立柱建物跡、土峨等の遺櫛は2a層、２b層、３層から掘り込まれている。１区、２区

で確認した大きな堀跡は５屑の砂喋府まで掘り込んでいる。

｜ ’

表土

１層

2ａ厨

へ

第 ２ 図基本土層柱状図

１１
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鋪Ⅲ噸，洲従の成果

第２節ｌ区の調査

1．調査開始前の状況

アリーナを建設する箇所に１区を‘没定した。１１Ｘには旧輔２体育館、Ｉｕ武道場があり、これらの解体で基

礎まで撤去すると遺柵が破壊されるので、営細室・施設課と協縦を行い、雌礎部分は残して解体することに

してもらった。その結果、基礎撤去による新たな破壊を受けることなく、発掘調査を実施することができた。

また、旧鋪２体育館、旧武道場を述てた時の雌礎は余掘が殆どなく、埋蔵文化財に配瞳した工事方法を採用

したことも分かった。

2．遺構分布（第３図～第４図）

第４図の１区遺櫛配樋図中で、一点破線で表現した箇所は上妃の旧第２体育館、ＩⅡ武道場の基礎部分や撹

乱されている部分である。それら以外のところから遺櫛を検出した。検出した遺柵は、掘立柱理物跡７棟、

柵列跡１３基、堀・澗跡１５条、井戸跡３基、土城67基、不Iﾘl過構７基である。

遺櫛の分布状況を兇ると、４．５号堀跡（SD４．５）が調査区の東隅にほぼ南北方向に伸びている。この堀

跡にほぼ並行・直交する状態の掘立柱建物跡が堀跡の内部（西側）に集中しており、その周辺には井戸跡が

分布している。

3．遺榊・遺物

各辿柵・遺物の詳細は表３～７．表１５～２５のとおりである。以下は各辿椛を概観する。

（１）掘立柱建物跡

１２号掘立柱建物跡【SBl2】（第５図）

ＳＢ１２は４．５号堀跡（SD４．５）近くの西側に位置する２間×４NIIの総柱建物で、桁行方向はN55oE

である。建物の主軸はＳD４．５に直交している。北側桁部で、西側から東側に向かって２つめの柱穴の

激土中から瓦質土器の火舎底部片が出土した。

１９号捌立柱迎物跡【SBl9】（第６１xl）

ＳＢ１９はＳＢ１２の南側に位脱する２間×2111の側柱建物で、桁行方向はＮ47°Ｅとなっており、建物

の主軸がＳＢ１２とほぼ同じである。

２６号捌立柱建物跡【SB26】（第６図）

ＳＢ２６は調査区の北隅にある２間×21111の側柱建物で、桁行方向はN60oEである。この述物の梁方

向はＳＢ１２と比べると、やや東側に振れる。

８６号掘立柱建物跡【SB86】（第８図）

ＳＢ８６はＳD４．５の東側に隣接している２１Nl×２間の総柱建物で、桁行方向はN70oWである。ＳＤ４．

５と巡物の主軸は異なっており、南西隅の柱穴がそれに切られている。

９１号掘立柱建物跡【SBりl】（第７図）

ＳＢ９１は北東部の二つの柱穴が撹乱されているために確縄できていないが、３１川×３間の総柱建物と

考えられる。建物としてはやや飛な平面形を里しているが、柱穴の捌土が同一であることより、掘立柱

建物跡とした。これはＳＢ１２の西側に隣接しており、桁行方向はN67oEと建物の主軸はＳＢ１２とほぼ

同一である。

９５号捌立柱建物跡【SB95】（第８図）

ＳＢ９５はＳD４．５近くの西側に位置する２１Nl×５間の側柱建物で桁行方向はＮ３４ｏＷである。述物の

主軸はＳD４．５と並行している。

174号掘立柱述物跡【SBl74】（第９図）

ＳＢ１７４はＳD４．５の西側近くに位置する21111×２間で東側に庇がつく側柱建物で、桁行方向はN52oE

とＳＢ１２とほぼ同じである。建物の主軸はＳD４．５とほぼ面交している。

1３
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第Ⅲ章捌在の成果

(2)柵列跡

２２号柵列跡【SA22】（第10図）

ＳＡ２２の柱列の軸はＮ64°Ｅで、確認できたのはほぼ東西に並ぶ５つの柱穴である。柱列の長さは

5.2ｍ（約17.2尺）で、柱穴は直径20～32cm、深さ１８～34ｃｍで、下端レベルは一定でない。
144号柵列跡【SAI44】（第10図）

SA144の柱列の軸はN56oEで、ＳＢ１２の主軸とほぼ並行している。同一方向に並ぶ柱穴９つと、そ

の北側に位樋する柱穴１つを確認した。柱列の長さは7.8ｍ（約25.7尺）と3.0ｍ（約９．９尺）で、柱穴

は直径６～４８cm、深さ１４～５８ｃｍで、下端レベルは一定でない。

175号柵列跡【SAl75】（第10図）

SA175の柱列の軸はN58oEで、ＳＢ１２とほぼ並行している。確認できた柱穴は４つである。柱列

の長さは5.8ｍ（約19.1尺)、柱穴は直径24～28cm、深さ５～34ｃｍで、下端レベルは一定でない。

SB174に伴う可能性が高いと思われる。

177号柵列跡【SAl77】（第１０図）

SA177の住列の軸はＮ40°Ｗで、４つの柱穴からなっている。柱列の焚さは4.3ｍ（約14.2尺)、柱穴

は直径４０～５０cm、深さ１６～３２ｃｍで、下甥レベルは一定でない。この柵列跡は掘立柱建物群の南側に

位置している。

178号柵列跡【SAl78】（第10図）

SA178の柱列の軸はN54oWで、確認できた柱穴は４つである。柱列の長さは7.7ｍ（約25.4尺)、

柱穴は直径３６～４４cm、深さ２４～４２ｃｍで、下端レベルは一定でない。この柵列跡は掘立柱建物群の南

側に位置している。

179号柵列跡【SAl79】（第10図）

SAl79の柱列の軸はＮ51°Ｗで、４つの柱穴からなっている。柱列の艮さは4.0ｍ（約13.2尺)、柱穴

は直径２０～６０cm、深さ１２～４８ｃｍで、下端レベルは一定でない。この柵列跡は掘立柱建物群の南側に

位世している。

180号栂列跡【SAl80】（第10図）

ＳＡ１８０の柱列の軸はＮ８４ｏＷで、確認できた柱穴は５つである。柱列の長さは5.1ｍ（約１６．８尺)、

柱穴は直径１６～３２cm、深さ１４～３６ｃｍで、下端レベルは一定でない。

183号栂列跡【SAl83】（第11図）

SAl83の柱列の軸はN38oEで、５つの柱穴からなっている。この柵列跡は、ＳＢ１２などの１区で最

も棚立柱建物跡が密集した箇所の北側に位置している。柱列の長さは6.7ｍ（約22.1尺)、柱穴は直径２６

～４２cm、深さ６～３６ｃｍで、下鵜レベルは一定でない。

205号柵列跡【SA205】（節11図）

SA205の柱列の軸はN43oEで、確認できた柱穴は６つである。この柵列跡は、１区で検出されたも

のの中でも比較的大型である。柱列の長さは11.3ｍ（約37.3尺)、柱穴は直径３４～６６cm、深さ１８～

５０ｃｍで、下端レベルは一定でない。

206号柵列跡【SA206】（鋪10図）

SA206の柱列の軸はN47oEで、４つの柱穴からなっている。ＳＢ１２とＳＢ１９のIHIに位置し、ほぼ並

行している。柱列の長さは4.2ｍ（約13.9尺)、柱穴は直径２４～44cm、深さ２２～４２ｃｍで、下端レベ

ルは一定でない。

207号柵列跡【SA207】（輔11図）

SA207の柱列の軸はＮ30°Ｗで、確認できた柱穴は５つである。柱列の長さは6.5ｍ（約２１．５尺)、

柱穴は直径２８～６２cm，深さ１２～３２ｃｍで、下端レベルは一定でない。ＳD４．５の東側に位置するこの

柵列跡の配睡状況から、３区で検出した２８３号掘立柱建物跡（SB283）に伴う可能性が高い。

208号柵列跡【SA208】（鋪11図）

SA208の柱列の軸はN43oWで、５つの柱穴からなっている。柱列の長さは7.7ｍ（約25.4尺)、柱穴

は迩径46～７２cm、深さ８～３６ｃｍで、下端レベルは一定でない。この柵列跡は未検出の掘立柱建物跡

に伴うものと考えられる。

１５



〃

節２節１ｌｘの調在

山00ﾚ･ｇＺ司・００．－

ロロ
Ｌ
ｈ
Ｈ
ｍ
●
会
己
ョ

---・Ｅ

、
？
１
－

第５図掘市柱建物跡（SB12）実測図及び出士迦物実測図
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第Ⅲ政捌在の成果

SＢ８６

山oOg9Z詞.０

ｍ

‘Ｏ●－

。
、
●
Ｉ

Ｏ
●
１
１

。
」
●

Ｏ
Ｏ

ｐ
Ｌ
ｈ
Ｈ
ｍ
．
、
只
弓

ｉ
'○

1９

第８図掘宜柱廼物跡（SB86・SB95）実測図

０ ２ ｍ
吟一一一一一

壁

｡

唾｜／へ…．ｉ

(（#L÷｡-・ＥＥ●

侭
｜／
｜ノ

、

、

Ｅ
○
○
ｍ
．
、
門
川
Ｊ
●
」

鼎
１
．
脚

Ａ
Ａ

／ Ｅ
○
○
の
．
、
ト
叫
剖
●
画

Ｏ
Ａ
Ａ

巴

一
一

ｌ
ｉ
ｌ
●
Ｌ

‐
ｌ
‐
●
ロ
。

、

〃

－●Ａ・

灰

ＥｏＬ三？5.500ｍ ・Ｅ

⑨０。

！
。
．

ＯＧ－

、 、

↑１

…~J◎r〒…

ロ
●
１
－
１
１

ロ
●
Ｆ
Ⅲ
Ｈ
ｍ
・
負
×
〕
。

〃

⑥

<⑨）
，③

稲
０

四
一

Ｓ
６

Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｌ
ｐ
ｌ
Ｉ
寺
１
．
．
鋤

．⑥
、
劃
、 ０．A言

Ｚ｜
＆、



第２節１区の脚在
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215号柵列跡【SA215】（第11図）

SA215の柱列の軸はN40oWで、ＳＢ１２に庇交している。６つの柱穴からなっており、比較的大型の

柵列跡である。柱列の長さは１０．１ｍ（約33.3尺)、柱穴は直径１６～４８cm、深さ１０～36ｃｍで、下端レ

ベルは一定でない。

ＳD４．５の西側にある柵列跡の中で、SA175とこのSA215はセットか叩独になるかで、伴う掘立

柱述物跡が異なる。まず、セットとすれば、SB174に伴うと考えられる。単独であれば、SA175は

SBl74に伴い、SA215はSBl2、SB95、SB91の何れかに伴うと考えられる。上記以外の柵列跡は伴

う掘立柱建物跡が不明である。

(3)堀跡

４．５号堀跡【S､4.5】（第12図）

ＳＤ４とSD5はほぼ南北方向に伸びており､帆2.60m､深さ2.10ｍと大きく､堀跡であろうと考えられる。

撹乱等により部分的に確認できていない箇所があり、途中で途切れているが同一遺榊であることは明確

であり、一度掘られた後に再度掘り直しが行われたと思われる。この堀跡の断面形は台形を呈しており、

土鼎を観察すると、大型円喋を多最に含む土瀞に掘り込んでいる。この円喋は迫間川に関連した産物と

考えられる。また、この堀跡の土隔断面は菊池高校玄関横に移設展示している。
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節Ⅲ鞭糾在の成果

ｌ～１２はこの堀跡から出土した遺物である。１は背磁小皿片で、口縁部がほぼ直角に折れ曲がる。２．

１１．１２は瓦質土器の摺鉢片で、内器面に６条、７条の沈線を単位としたクシ目がある。３．４は外底部

に糸切り痕のある土師器片である。３は小型皿、４は中型杯である。５．６は瓦質土器の火鉢の口縁部片

である。７は青磁椀の口縁部片で、外器面に蓮弁の文様がある。８は白磁の高台部付近の破片で、高台

先端部は露胎である。９は青磁の把手片である。１０は青磁の大皿と思われるものの高台片で、底部が肉

厚である。

(4)溝跡

６号澗跡【SD6】（第13図）

ＳＤ６は幅0.64m、深さ0.32ｍの溝で、ＳD４．５とほぼ並行して南北方向に伸びている。どこまで伸び

るかは撹乱のため、確認できていない。

７号澗跡【SD7】（第13図）

ＳＤ７は幅0.44m、深さ0.34ｍの溝で、ＳD４．５とＳＤ６にほぼ直交する状態で両者を切っている。

１はＳＤ７より出土した白磁椀の高台付近の破片である。

１５号澗跡【SDl5】（第13図）

ＳＤｌ５は幅0.78m､深さ0.90ｍの溝で､調査区の南側鵜部にあるため､北側肩部しか確認できていない。

ほぼ東西方向に伸びているが、隣接するＳD４．５やＳＤ６との前後関係は不明である。

１６号澗跡【SDl6】（節17図）

ＳＤ１６は幅0.65m、深さ0.28ｍの溝で、調査区の西側端部付近をほぼ南北方向に伸びている。この澗

跡は33号満跡（SD33）に切られている。

１７号澗跡【SDl7】（第13図）

ＳＤ１７は幅1.16m、深さ0.72ｍの溝で、調査区の南西隅で確認した。ほぼ東西方向に伸びる澗跡の東

側端部の一部は確認したが、南側の肩部は確認できていない。端部付近の底部はさらに掘り込み、楕円

の平面形を呈している。

１８号満跡【SDl8】（第15図～鋪１６図）

ＳＤ１８は幅0.80m、深さ0.64ｍの満で、捌査区の北側隅寄りの箇所で検出した。ほぼ北側方向に伸び

ており、SB26の柱穴に切られている。西側に１１２号不明遺櫛（SX112）を伴っている。

１～９，１０～３８はこの溜跡から出土した遺物である。１～９は口径約６～７ｃｍの土師器の小型皿で、

１０～３７は口径１１cm前後の土師器の中型杯で、全て外底部に糸切り痕がある。２０．２１．２３．２５．２６は

体部外器而の中程に強い窪みが段となり、そこから先が口縁端部に向けて外に開く。３８は高台付きの天

目椀片で､口縁部付近の内外器而は黒昧が澱い茶色を呈している。また､外器面の底部付近は露胎である。

２９号澗跡ISDZり】（第13図）

ＳＤ２９は幅0.96m、深さ0.28ｍの満でほぼ南北方向に伸びており、南側の端部を確縄した。

３３号満跡【SD33】（節13図～第14図）

ＳＤ３３は幅1.40m、深さ0.40ｍの溝で、ＳＤ２９とほぼ並行、隣接しており、１６号澗跡（SDl6）を切っ

ている。洲の北側端部を確認した。

１～２０はこの溝跡から出土した土師器であり、外底部に糸切り痕がある。１～１０は口径6ｃｍ前後、

器高1.5～2.0ｃｍの小型皿である。１１～２０は口径約１０～１１cm，器高3ｃｍ前後の中型杯である。１１は

他のものに比べて、体部が長く伸びている。４の胴部には内側から穿孔があり、また、１７の底部には内・

外からの穿孔があり、いずれも焼成後に穴が作られている。

85.121.239号澗跡【S､85.121.239】（第17図～第19図）

この満跡はＳD８５．１２１．２３９と３つ過榊番号がついているが、幅1.10～1.30m、深さ０．７０～0.90ｍ

を測り、各遺構の配腫状況から同一の遺椛であると思われる。南北方向に伸びており、南北端部を確認

した。また、ＳB１２．９５．１７４とSB91の111にあり、建物跡と測跡の配腫状況から、両者の建物跡に付随

するものと考えられる。
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第Ⅲ政調査の成果
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節２節１区の潤査
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卵２節１区の糾在

第１８図１～３８．第１９図３９～４２はSD121から出土した遺物である。１は須恵器の杯蓋である。２

～１５は口径約７～８ｃｍの土師器の小型皿で、１６～３７は口径１０～１２ｃｍ前後の土師器の中型杯で、全

て外底部に糸切り痕がある。

中型杯は体部の形態で大きく３つに分けることができる。１８．１９．２２．２３．２５．２６．２８．２９．３１。

３２．３４．３６は休部中程付近で屈曲し、口縁端部に向けて外湾する。３７の体部は内側に丸くなりながら

立ち上がっている。その他の杯は休部が外にllMきながらほぼ直線的に立ち上がる。３８．４２は瓦質土器の

茶釜片である。３９は丸瓦片である。４０は高台から体部にかけての青磁椀片で、底部が肉厚である。４１

は青磁Ⅲの口縁部片である。

第１９図１～１７はＳＤ８５から出土した遺物である。１～１５は外底部に糸切り痕がある土師器である。

１～７は口径６～７ｃｍ前後の小型製品である。２～５の体部は内側に丸くなりながら立ち上がる。１．６．

７の体部はほぼiII線的に伸びる。８～１０は口径１０～１１ｃｍ前後の中型杯で、休部の形状で３つに分け

られる。９はほぼ直線的に立ち上がる。１０は中程で段を持ち、そこからさらに外湾する。両者以外は内

側に丸くなりながら立ち上がる体部を持つ。１６は青磁椀の高台付近の破片である。１７は染付椀の高台

から体部一部にかけての破片である。

(5)井戸跡

１号井戸跡【SEl】（第20図）

ＳＥ１は長軸2.05m、短軸1.85m、深さ2.85ｍを測り、ＳＢ１９の北側に隣接している。平面形は円形、

断面形は筒状で、底部から上端部にかけて円喋を積んでいる。上端部付近には大型の磯を用いている。

１はこの井戸跡から出土した土師器杯で、外底部に糸切り狼がある。

２号井戸跡【SE2】（第20図）

ＳＥ２は長軸1.95m、短軸1.63m、深さ１４０ｍ～を測り、北側にSB91、北東側にＳB１２．９５．１７４があ

る。平面形は円形、断面形は略筒状で、先端部がやや細くなる。底部に大型磯を配撤し、底部から中程

の部分は素堀のままで、中程から上端部にかけては円喋を獄んでいる。この井戸跡は菊池高校正門西側

のピオトープ内に移設復元している。

２．３はこの井戸跡から出土した辿物である。２は小型皿の底部付近の破片で、外底部に糸切り痕が

ある。３は肥前陶器の茶壷の底部付近の破片で、内器而、外器而の一部に黙味を帯びた茶色に発色した

軸薬が施されている。これは、高台径10.8cm、高台高1.2ｃｍで残存高5.6ｃｍを測る。

(6)土鯛

８号土峨【SK8】（第21図～第22図）

ＳＫ８は長軸0.84m、短軸0.68m、深さ0.44ｍで、平面形は略怖円形、断而形は略台形を呈している。

土城内の西側に寄った簡所から土師器がまとまって出土した。土器溜めではないかと考えられる。出土

状態は口縁部や底部が上になったり、横位の状態であったり様々である。

第２１図１～３４，第２２図３５～６９はこの土城から出土したもので、外底部に糸切り痕がある。１～

３３は口径６～７ｃｍ前後の小型皿で、３４～６９は口径１０～１１ｃｍ前後の中型杯である。１．６～１０．１２．

２０～２２．２８．２９．３１の体部は内側に丸くなりながら立ち上がる。これら以外は前者より比較的面線的

に立ち上がる。３５～６９の体部は中程に各々強い．弱いはあるが、段を持つ特徴がある。強い段を持つ

ものは段から口綜部に向けてさらに外湾している。

９号土峨【SK9】出土辿物（第23図）

ＳＫ９は後述の１０号土城（SK10）とほぼ同じ位置にあり、同一ではないかと考えられる。

１～３７は外底部に糸切り鯉がある土師器である。１～２３は口径６～７ｃｍ前後の小型製品で、２４～３７

は口徒１０～１１ｃｍ前後の中型杯である。１～２３の体部は大小の差はあるが、内側に丸くなりながら立

ち上がる。中型杯の内で２６の体部はほぼ直線的に立ち上がるが、それ以外は体部中程に段があり、段

から口縁部にかけてさらに外湾する。３８は青磁椀の高台付近の破片である。

１０号土城【SKlO】（第24図～第25図）

ＳＫ１０は長軸0.67m､短軸0.36m､深さ0.31ｍを測り、平面形は略梢円形､断而形は略台形を呈している。

土城内のほぼ中央で底部から浮いた状態で土師器がまとまって出土した。土器溜めではないかと考えら

れる。
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鋪２節１区の調査
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節Ⅲ承脚代の成果
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第２５図土珊（ＳＫ１０）出土遺物実測図（２）

第２４値１１～２２、第２５図２３～３６はこの上城から出土したもので、外底部に糸切り痕がある。１～

９は口径６～７ｃｍ前後の小型皿で、１０～３６は口径１０～l1cmIii後の中型杯である。小型皿の体部は内

側に丸くなりながら立ち上がる。中型杯の１２．１８．２１．２９の休部はほぼirI:線的に立ち上がる。これら

以外の中型杯の体部は中程で段があり、そこから口縁部に向けてさらに外湾する。

116号土峨【SKll6】（第26図～第27図）

SK116は長軸0.65ｍ～、短軸0.57m、深さ0.31ｍを測り、平面形は略lnI形になると思われ、断面形

は略台形である。ＳＫ９・１０に切られており、ほぼ中央部で底部から浮いた状態で土師器が出土した。

上器溜めではないかと与えられる。

第２６図１～２３、鋪２７図２４～４４はこの上鱗から出土した土師器で、外底部に糸切り痕がある。第

２６図１は'二l径3.4ｃｍの極小lⅢである。２～２１はⅡ催６～７ｃｍ前後の小型Ⅲ、２４～４４は口径１０～

１１ｃｍ前後の中型杯、２２．２３は口径13cmIiiI後のやや大型杯である｡小型製品のうち、７．９．１６．１７．

１９の体部はほぼ直線的に立ち上がる。これら以外の小型製品の休部は丸くなりながら立ち上がる。中

型製品は体部中程に大小の段があり、段から口縁部に向けてさらに外湾する。大型製品である２３の底

従は２２の底径4.2ｃｍと比べて、7.5ｃｍと大きい。

117号土城【SKll7】（第26図～第27図）

SK117は長軸0.70m､短軸0.50ｍ～､深さ0.12ｍを測り､ＳＫ８から切られており､平而形は不整な円形、

検出できた簡所の断而形は深いlIII状である。ほぼ中央部で底部から浮いた状態で土師器が出土した。土

器溜めではないかと考えられる。

第２７ｌｘ１１～１４はこの土城出土のもので、外底部に糸切り痕がある。１～１３は11篠６～７ｃｍ前後の

小型製品、１４は口徒約１１ｃｍの‘|'型製品である。小型製品は体部が内側に丸くなる。１４は体部中位に

段があり、そこからI]縁部に向けてさらに外湾する。

５８号土餓【SK58】（輔29図・鋪36図）

ＳＫ５８はＳD４．５の西側でこれと直交し、掘立柱巡物跡群のほぼ中間地点に位慨している。焚軸

3.75m、知軸1.80m、深さ0.46ｍと他の土脳と比べると大型で、平而形は隅丸長方形、断面形は深い皿

状を呈する。土城の南西隅の刑部に円磯があり、親士は①～⑤1Ｗに分層できる。この土城からは遺物が

出土している｡
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鮒２節ｌ区の洲在

５り号土城【SK59】（第29図・第３6図）

ＳＫ５９はＳＫ５８とほぼ同じ主軸で、SB91の南側に位置している。長軸3.62m、短軸2.14m、深さ

1.02ｍとこの土城も他と比べると大型で、平面形は不整な楕円形で、底部のほぼ中央部をさらに平面形

が不整な楕円形に掘り込んでおり、断面形は略台形を呈している。榎土は①～⑤届に分層できる。この

土砿からは遺物が出土している。

100号土城【SKlOO】（第30図・第３6図）

SK100はSD121を切っており、長軸3.10m、短軸2.28m、深さ0.26ｍとこの土城も他と比べて大型

である。平面形は不整な楕円形、断面形は浅い皿状を呈する。床面には平面形が円形・楕円形・不整形

の浅い掘り込みがあり、榎土は①～③府に分層できる。この土鯛からは遺物が出土している。

122号土鯛【SKl22】（第31図・第３6図）

SK122は長軸1.74m、短軸1.16m、深さ0.65ｍを測り、平面形は略円形の掘り込みの西側に浅い掘り

込みがあり、二段掘りになっている。深い箇所の断而形は台形を呈している。翻土は①．②屑に分層で

きる。

126号土砿【SKl26】（第31図）

SK126は長軸1.30ｍ～、短軸0.80m，深さ0.48ｍを測り、平面形は略柵円形で、断面形は略台形であ

る。掘り込み内には密集した状態で中型磯が入っている。

172号土城【SKl72】（第32図）

SK172は長軸1.98m、短軸1.58m、深さ0.36ｍを測り、平面形は略梢円形、断而形は略台形であり、

西側部分は段掘りになっている。掘り込み肩部には小型・中型磯が配置されている。覆土は①。②層に

分層できる。

１８９号土鯛【SKl80】（第32図）

SK189は長軸1.77m、短軸1.24ｍ～、深さ1.18ｍを測り、平面形は略円形になると思われ、断面形は

筒状である。掘り込み肩部には小型・中型藤が配圃され、環状になっている。捜土は①～⑤１Wに分層で

きる。

その他の土簸（第28図～第35図）

平面形が方形または方形になると考えられるものは３６．５４号土壌である。平面形が円形・略円形ま

たは円形になると考えられるものは３９．４２．４３．５６．５７．６３．９２．９６．１２３．１２４．１６８．１７０．２１９。

２２２．２２３．２２５．２２８．２２９．２３０．２７０号土砿である。平面形が楕円形または略楕円形になると思われる

ものは４８．５３．１１９．１２０．１９０．１９４．１９８～２００．２０３．２２０．２１７．２２７．２３１．２３２．２３６．２３７．２３８

号土峨である。平面形が不整形または不整形になると考えられるものは４４．４７．１４６．１７１．２３４．２７１

号土城である。平面形が不明であるのは３５．６０．２０１．２０４．２１８．２２４.２４０号土壊である。断面形は

浅いまたは深い皿状、台形・略台形、筒状、隅丸三角形である。

土壊出土遺物（第36図）

１はＳＫ５３、２．５．６はSK100、３．４はＳＫ122,7はSKl24、８はＳＫ５８、９．１０．１２はＳＫ５９、１１

はＳＫ５５から出土した。１～７は土師器で、外底部に糸切り痕がある。１～４は口径約7ｃｍの小型皿で、

１以外は体部が内側に丸くなりながら立ち上がる｡５．７は口径１１ｃｍ前後の中型杯で､体部中程に段を持ち、

そこから口縁部にかけて外湾する。６は口径約15ｃｍの大型杯である。８．９は体部を内側に折り曲げた

土師器の耳皿で､外底部に糸切り痕がある。１０は青磁椀片で､外器而の口縁部に沿って帯状に雷文があり、

その下部に曲線文を描く。１１は須恵器翌の口縁部から胴部にかけての破片である。１２は軽石（凝灰岩）

製の浮子で、中央の穴は上下而の両方から穿孔している。

(7)不明遮梢

193.196号不明辿梢【SXl93・'96】（第37図）

この２つの不明過櫛は平面形が楕円形の掘り込みの内部に大小の藤を密集した状態で入れてある。

SX193は長軸0.74m、短軸0.66m、深さ0.60ｍを測り、断面形は略台形になっている。また、SX196は

長軸1.19m、短軸0.94m、深さ0.60ｍ～を測り、断而形は台形になると思われる。

112号不明週構【SXll2】（鋪15図）

SX112はＳＤ１８の西側肩部に沿って小型の喋が帯状に並んでいる。
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第３７図不明週柵（SX１９３．１９６）実測図
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鋪Ⅲ章捌在の成果

4．その他

ここでは、３．遺柵・遺物で辿榊と共に述べられなかった過物を概観する。

ｌ区出土道物（第38図～第40図・表１５～表25）

第38図～第４０図は１区の過櫛以外から出土した週物である。出土地点、法蹴、調整、色調、胎土等の詳

細については、表１５～表２５のとおりである。

第３８図１～１７は瓦質土器である。１～１２は火鉢の口縁部片、１４は火鉢の胴部片である。１３は外器面に

「人」の字の陰刻がある。１５は茶釜片、１６．１７は火舎の脚部片である。

第３９図１８～２１．２３～２８は青磁椀片､２２は青磁漣つまみ､29～３１は染付椀片である。青磁椀片の中で、

底部の厚みが確認できるものは肉厚で､外底部の一部は露胎である。露胎部が赤く発色しているものもあり、

また２６の見込みには鈍字が確認できる。

第40図３２．３３は白磁椀片、３４は土師器の香炉、３５は皿の破片である。３４は焼成後に内外器面から穿孔

した穴が底部に５箇所確認できる。３５の外底部には墨書があり、「舎人」と描かれていると思われる。３６は

背磁大皿片、３７～４０は須恵器の椀･高台付杯･喪の破片、４１は畑渦片、４２は不明製品、４３は陶器の茶寵片、

４４は粘板岩製の硯片、４５．４６は軽石（凝灰岩）製の浮子、４７は青銅製の飾り金具、４８は古銭の無寧元質、

４９は古銭の聖宋元賀である。

(寸法は検出面で計測したもの） (単位：、）

掴梱名 適 橿 器 号 畏軸 短飴 深さ 個考

堀跡 Ｓ０４．５ 72.90～ ２６０ 2．１０ 週物出土

SD6 ４．４４～ ０．６４ ０ 3２

SD7 ８．３４～ 0.44 ０ 3４ SD6を切る､退物出土

SD15 ８．２０～ 0．７８ ０ 9０

SD16 25.11～ 0，６５ ０ 2８

SD17 ２．８４～ 1．１６ ０ 7２

溝跡 SD18 ８．８０～ ０．８０ ０ 6４ 遺物出十

SD29 ４．１０～ ０．９６ ０ 2８

SD33 ４．６８～ 1．４０ ０ 4０ 土師既出士

SD85 10,80～ 1．３０ ０ 9０ 過物出土

SD121 10.75～ 1．３０ ０ 9０ 遺物出士

SD239 １－５０～ 1．１０ ０ 7０

SE１ (2.05） <1.85） ２ 8５ 週物出土
訂Ｔ『~閏『

SE２ (1.95） (1.63） １．４０～ 週物朋十

SK8 0．８４ ０．６８ ０．４４ SK117を切る､土師唇出土

SK10 0．６７ 0．３６ ０ 3１ 副16を切る､土騨冒出土

SK35 ０．９０～ 0．３８ ０ 1２

SK36 1．２２ ０．７８ ０ 6０

SK39 １．２３～ ０．８６～ ０ 3０

SK42 1．２０ １．０４～ 3２

SK43 ０ 9６ 0．８２ 0 3６

SK44 1０ ０．８４～ ０ 9８ SK47を切る

SK47 ０ 9６ ０．７２～ ０ 4４ SK44に切られる

SK48 ０ 7４ ０４４ ０ 4７

SK53 ０．９８～ ０．７８ ０ 3３ 遺物出士

SK54 2．１２ ０．６４～ ０ 3２

SK56 0６ 0．９０ ０ 4８

土壌 SK57 ０ 9８ 0.60～ ０ 2７

SK58 ３ 7５ 1．８０ ０ 4６ 遺物膿十

SK59 ３ 6２ 1４ ０２ 遺物出士

SK60 １，４８～ 1． ４～ 0 3２

SK63 ０．６４ 〔 6０ ０ 4２

SK92 ０．８８～ 〔 5４ ０ 5４

Sｌ 9６ １．３２～ １．２６～ ０ 9９

SＫ 0０ 3．１０ 2．２８ 0 2６ 遺物出十

SＫ 1６ ０．６５～ ０．５７ ０ 3１ 鼠10に切られ&､土箇壁土

SＫ 1７ ０．７０ ０．５０～ ０ 1２ 鄭に切られる.土箆屡出土

SＫ 1９ １．０６～ 0．７８ ０ 4９

SＫ 2０ 1．９８ 1．０２ ０ 6４

SＫ 2２ 1．７４ 1．１６ ０ 6５ 遺物出士

SＫ 2３ 1．２４ 1．１４ ０．３９

(寸法は検出面で計測したもの）

週構名

土壌

不明

遺構

出週描

３

週相 番号

SＫ 2４

SＫ 2６

SＫ 4６

SＫ 6８

SＫ 7０

SＫ ７１

SＫ 7２

SＫ 8９

SＫ 9０

SＫ 9４

SＫ 9８

SＫ 9９

SK200

SK201

SK203

SX204

SK２ ７

SK２ ８

SK２ ９

SK２ ０

SK２ ２

SK２ ３

SK２ ４

SK２ ５

SK２ ６

SK２ ７

SK228

SK229

SK230

SK231

SK232

SK234

SX236

SK237

SK238

SK240

SK27O

SK271

SX193

SX196

覧表

長軸 短軸

1．３２ 1．１３

１．３０～ 0．８０

1．３２ 1．００

０ 9８ ０．８２

0 9４ ０．５８～

３ １０ ０．９７

9８ 1．５８

7７ １．２４～

０ 6０ 0．８０

4８ 0．６６

０ 7８ ０．５８～

０．８９～ ０．８５

０．８６ 0．６５

3６ ０．８６～

０ 9０ ０．６４～

０ 7２ ０．６６～

1５ ０．８４

2０ ０．５０～

2６ １－３０～

０ 8０ ０．６１～

0０ ０．７６～

０ 8７ 0．８１

０．８６～ ０．６８～

0．５８ ０．５４

０，８０～ 0．６８

0．４４ ０．２６～

0．７６ 0．６５

0．５４ ０．５０

O‘６０～ ０．５４

０，８８ 0．７１

１．０７～ ０．７８～

1．２２ 0．７４

１，０２～ ０．５０～

０．８２～ ０．３２～

.６０ ０．５０～

.６４ ０－８７～

、１２ ０．９０

0．７５ 0．５６

０．７４ ０－６６

1．１９ ０．９４

(単位：、）

深さ 価雰

0．４６ 退物卜H十

０ 4８

０ 4０

０ 2６

０ 4８

０ １７

０ ３６

1８

0 1７

０ 1４

０ ４７

０ 5４

０ 3２

０ 3８ SK204を切る

０ 4６

０．３２ SK201に切られる

０．５４

0．８７

1．０４

０．６３

0．６０

０ ２１

０ 3８

０ 5９

０ 2８

０ 2７

０ 4４

０ 1８

0．３１

0．１０

０ 2８

０ 2７

０ 2６

０ 4３

０ 2７

０ ８２

０ 2８

０ 1４

０ 6０

０．６０～



5４

表５１区検出遺櫛土屈注記表（１）

鋪２節ｌ区の‘叫査

掘樫器呂 照【、 士同 名 輪極

ＳＥ２

①厨

②用

③間

④園

⑤用

⑥図
、 隅

期褐色土《胸ｅ

黒褐色士（Hue

肌色土（HＵｅｌＯ

黄褐色土（Iｈｊｅ

褐灰色土（ｈｅ

にぶい黄褐色士

皿姐伍士（HuB

ＯＹＲ３/2）

ＯＹＲ３/1）

Ｈ２/1）

ＯＹＲ５/6）

ＯＹＲ４/1）

ＨｕｅｌＯＹＲ５/4）

ＯＹＲ３/1）

粘性なし、しまりあり。黄褐色の小さなブロックを全体的に含む。

粘性あり しまりあり 砂粒を多く含む。副混入。

粘性あり しまりあり 上部に賀褐色（〕土をすじ状に含む。過物も含む。

粘性なし しまりなし 凪色の土をブＩコックで含む。

粘性なし しまりあり 砂と小優を含ヨβ●

粘性あり しまりあり 大隙を含む。』 §まり混じりなし。

鮎祥あり Ｌ主りなＬ 大樫Iと侭士の』 ､勅千審小舟会誰一

SD4

<B-B･）

① 咽

②佃

③旧

④圃

⑤用

⑥周

にぶい岡縄色士

灰黄褐色土（Hｕ

凧褐色土 Hue

暗褐色士 Hue

にぶい黄杷 色土

瓜褐色土 Hue

他ｅｌＯＹＲ４/3）

ｉ０ＹＲ４/2）

ＯＹＲ３/2）

ＯＹＲ３/3）

ＨｕｅｌＯＹＲ５/4）

ＯＹＲ３/2）

粘性なし

粘性なし

粘性なし

粘性なし

粘性なし

粘性なし

しまりあり

しまりあり

しまりあり

しまりあり

しまりあり

しまりあり

極小の焼土粒４ 少し入る。

極小の鯉士粒 言カーボン粒わずかに含む。小石大の礎もわずかに混じる。

カーボン粒わ oかに含む。貿色い土と畷が混じる。

焼土粒と力－７ ビン粒を含む。黄色い砂がブロックで混じる。

極小の焼土粒ごくわずかとカーボン粒を少し含む．

焼土粒とカーボン粒を少し含む。

SD5

(A-A･）

①囲

②用

③回

④用

⑤図

⑥用

⑦園

⑧厨

⑨凪

にぶい質札

暗褐色土

昭褐色土

瓜褐色士

黒褐色士

黒褐色土

照褐色士

黒褐色土

瓜褐色士

色土

肋ｅ

Hue

Hue

Hue

Hue

Hue

Hue

Hue

IIh』ｅｌＯＹＲ４/3）

ＯＹＲ３/3）

ＯＹＲ３/3）

ＯＹＲ３/2）

ＯＹＲ３/2）

ＯＹＲ２/2）

ＯＹＲ２/2》

ＯＹＲ２/2）

ｏＹＲ２/3）

粘性なし しまりあり

粘性なし しまりあり

粘性なし しまりあり

粘性なし、しまりあり。

粘性なし、しまりあり

粘性なし しまりあり

粘性なし しまりあり

粘性なし しまりあり

粘性なし しまりあり

焼土粒が入る。

全体に焼土粒とカーボン粒を含む。小石大の畷が混じる。

極小の焼土粒とカーボン粒をごくわずかに含む。

吐範とカーボン粒をごくわずかに含む．貿色い土が混じる。

全体に極小の焼土粒とわずかなカーボン粒を含む。

極小の焼士軸とカーボン粒をごくわずかに含む。大きな磯が混じる。

極小の焼土粒とカーボン粒をごくわずかに含む。

極小の焼土粒をごくわずかに含む．硬が入る。

焼土粒がわずかに入る．粗砂と題が混じる。

SD5

(B-B'）

②刑

④用

⑥用

⑦周

瓜褐色土

にぶい貧相

瓜褐色土

凪褐色士

Hue

竺土

Hue

Hue

ＯＹＲ３/2）

ＨｕｅｌＯＹＲ５/4）

ＯＹＲ２/3）

ＯＹＲ２/2）

粘性なし

粘性なし

粘性なし

粘性なし

しまりあり

しまりあり

しまりあり

しまりあり

全体に焼土粒とカーボン粒を含む．砿が混じる。

焼土粒とカーボン粒を含む。腿もわずかに混じる。

極小の焼土粒とカーボン粒わずかに含む。大きな磯が混じる。

極小の焼土粒少量とカーボン粒わずかに含む。大小の塵が混じる。

SO6
①用

②回

瓜褐色士

黒色土（Ｈ

Hue

ｅ７．

､５ＹＲ３/2）

YＲ1.7/1）

粘性なし

粘性あり

しまりあり

しまりなし‘

焼土粒とカーボン粒を多く含む。全体的に明るい色餌。

焼土粒をわずかに含む。小石と昭褐色土の２～3ｍ程度のブロックが混じる。

SD7

①周

②間

③園

黒褐色士 Hue

瓜色土（Ｈｕｅ７．

竃褐色土（Hue

ＯＹＲ３/2）

YＲ1.7/1）

ＯＹＲ３/4）

粘性なし

粘性あり

粘性なし

しまりなし

しまりあり

しま lなし

パサパサした感じ。肌色土が混じる。３cm租度の小石をわずかに含む。

きめ網かく、わずかに貿色味を帯びる。わずかに小石含む。

サラサラしきめ絹か．３層である。皿大から験大、小石と多くの狸を含む。

SD15

①１日

②価

③咽

皿色士（NｕｅｌＯ

凧褐色土（Hue

里色土（肋ｅ７．

Ｒ２/1）

ＯＹＲ２/2）

ＹＲ２/1）

粘性あり

粘性あり

粘性あり

しま

しま

しま

lあり

lなし

Iなし

焼土の小粒子を少且含む。小醸が混じる。

基本土佃３暦の土をブロックで含む。焼土の混じりなし。

少伍の粗砂が混じる。

SD16

(A-A･）

①用

② 田

黒褐色土（1ｔ』ｅ

厩再琶王~而両
ＯＹＲ３/2） 粘性なし しま lあり 極小の焼土粒をごくわずかに含む。

SD16

(B-B，）

①園

②用

③届

黒褐色土（Hue

晴褐色土（Hue

瓜褐色土（ih』ｅ

ＯＹＲ３/3）

ＯＹＲ３/2）

ＯＹＲ３/3）

ＯＹＲ２/3）

粘性なし

粘性なし

粘性なし

粘性なし

畦
一
畦

しま

しま

Ｉあり

lあり

Ｉあり

Iあり

焼土粒をわずかに含む。

磯が混じる。

極小の焼土粒をごくわずかに含む。

SD17

①層

②層

③閥

瓜褐色土（Ihje

黒褐色土（HＷ

黒色土（HｕｅｌＯ

ＯＹＲ２/2）

.5ＹＲ２/2）

Ｒ２/1）

粘性あり

粘性あり

粘性あり

しま Iあり

しまりあり

しまりなし

焼土の小粒子を全体的に多く含む．

焼土やカーボンを含まない。串大の暖が混じる。

焼土は含まない。人皿大から準大の磯と、粗砂が混じる。

SD18

①間

②層

③屑

晒褐色土（Hue

里色士（HｕｅｌＣ

隈褐色士（Hue

ＯＹＲ３/3）

Ｒ２/1）

ＯＹＲ３/1）

粘性なし

粘性あり

粘性あり

しまりあり

しまりあり

しまりあり

焼土の粒子とカーボンを多且含む。遡物の小破片が上周に多く混じる。

焼土の小粒子を少且含む。

焼土もカーボンも含まず。砂を少量含む。大きな土圏片が混じる．

SD29 ①回 凧褐色土（Hue ＯＹＲ２/2）
粘性なし

畷と砂も
しまりなし

２じる。
焼土の粒子とカーボンの小粒子を多段含む。過物は小破片が多く混じる。小

SD33

(A-A･）

①咽

②層

③囲

黒褐色土（Hue

両軍王~､雨
照褐色土《Iｈｊｅ

ＯＹＲ２/2〕

ＯＹＲ２/3）

ＯＹＲ３/1）

粘性なし

粘性なし

粘性あり

しまりあり

しまりあり

しまりあり

侭士粒とカーボンと鉄分をごくわずかに含む。小醸が混じる．

全体に焼土とカーボンを含む。多且の土圏と砿が混じる。

焼土の小粒子を含む。小さな田が混じる．

SD85

SD121

SD239

①層

②用

③層

④届
⑤ 田

凧褐色土《Hue

黒褐色土（Ih』ｅ

瓜色土（Ｈｕｅ７．

篭褐色土（iｈｊｅ
皿角士（HｍｌＯ

､5ＹＲ３/2）

､5ＹＲ２/2）

ＹＲ２/1）

ＯＹｎ３/3）’
Ｒ２/1）’

粘性あり

粘性あり

粘性あり

粘性あり

粘性あり

しまりあり

しまりなし

しま Iあり

しま Iあり

Ｌ宝 lなＬ

褐色の粘土を大きなブロックで、賀褐色の小ブロックと粗砂を含む。

焼土の小粒子とカーボンを多且含む。

焼土の小粒子と小題を少迅含む。

3層の土をブロックで、小硬と焼土の小粒子を少量含む。

焼土の小粒子と小皿を少且含む‘，

SK10 ① 間 黒褐色±（HUB ＯＹＲ２/2）’粘性あり しま Iあり 茶 色 土 が フ ロ ッ ク で 、 焼 土 と カ ー ボ ン が 少 世 混 じ る 。

SK35 ①周 肌褐色土（Hue ､５ＹＲ３/2） 粘性あり､しまりあ 』．焼 の小舶子とカーボンを多く含む.オレンジ色の土(3用）をブロックで含む.週物は小破片．

SK36
①園

②層

褐色土（HｕｅｌＯ

黒褐色士（Hue

Ｒ４/4）

ＯＹＲ２/3）

粘性あり、しま

粘性あり しま

lあり

Ｉあり

扇褐色土がブロックで、焼土とカーボンも含む．混じり激しい。

焼土とカーボンを微且含む。オレンジ色の砂質土も混じる。

SK39
①閥

②咽

凧褐色土（Hue

凧褐色土（Hue

､5ＹＲ３/1）

ＯＹＲ２／

粘性なし

粘性あり

しま

しま

Ｉあり

lなし

鉄分を含む。小碗わずかに入る。

鉄分を含む。全体に2ｍ大のカーボンを含み、焼土が入る。

SK42
①回

②周

掘色土（ＨＵｅ７､5ＹＲ６/６

皿色士（Hue ＯＹＨ２/1）

粘性あり

粘性あり

しまりあり

しまりなし

瓜色の土をブロックで、小硬を少量含む。

娩土の小粒子少且、大碩を多且含む。

SK43
①閥

②用

肌褐色土（Hｕ

肌色土（Hue

10ＹＲ３／

ＯＹＲ２/1）

粘性あり

粘性あり

しまりあり

しまりあり

焼土とカーボンの小粒子を多く含む。若干砂を含む．

3園の土をブロックで、焼土とカーボンの小粒子も含む。

SK44

①掴

②層

③周

④閥

⑤冊

瓜細色土（Ih』

瓜褐色土（Ih』

黒色土（Hue

黒褐色土（Hｕ

凧褐色土（Hｕ

10ＹＲ３／

7.5YＲ３ '1）

､5ＹＲ２/１

7.5ＹＲ２/2）

10ＹＲ３/2）

粘性あり

粘性あり

粘性あり

粘性あり

粘性あり

しまりなし

しまりあり

しまりあり

しまりあり

しまりなし

婿士と瓜色土が交互やブロックで、カーボンも混じる．

婿十とカーボンの小粒子を含む。ｉｎ物多く混じる．

焼土とカーボンの小粒子が混じる．

①の土がブロックで混じる。

SX47

①厨

②屑

黒褐色土（Hｕ lOYR3/1）

恩褐色土（ＨｕｅｌＯＹＲ３/3）

粘性あり

粘性あり
園を含む

しまりなし 粘土ブロックが大きく多皿に、焼土粒とカーボンを徴過含む。

しまりなし。粘土ブロックと焼土を含む。カーボンの蹟宜n以下を全体的に含む。下個に小



掴』曾稀昼 隅1面 士隔名

SK48
① 層

②用

①層 肌褐色士（Hue ＯＹＲ３/1）

SK53 ②層 肌褐色士 Hue ’５ＹＲ３/１

③層 凪褐色士 Hue ､５ＹＲ３/２

SK54 ①周 耐褐色土 Hue ＯＹＲ３/4）

①層 瓜褐色士 Iｈｊｅ ､５ＹＲ３/２

SK56
②層

③層

肌褐色土

瓜褐色土

Hue

Hue

.５ＹＲ３/２

‘５ＹＲ３/２

④暦 瓜褐色士 Hue ､5ＹＲ２/2）

SK57 ①層 里拠色士（Hue ＯＹＲ３/1）

①暦 暗褐色土（Hue ＯＹＲ３/3）

②層 肌褐色土（Hue ＯＹＲ３/1）

SK58 ③層 晴褐色土（Hu8 ＯＹＲ３/4）

④冊 瓜褐色土（Hue ＯＹＲ２/2）

⑤層 錆褐色土（Hue ＯＹＲ３/4）

①冊 肌褐色土（Hue ＯＹＲ３/2）

②園 肌禍色十（Hue ＯＹＲ３/1）

SK59 ③層 瓜褐色土（Hue ＯＹＲ３/I）

④層 瓜色土（ＨＵｅ７､5ＹＲ２/1）

⑤層 肌色土（Ｈｕ６１０ＹＲ２/1）

SK60 ①層 瓜褐色土《Hue ｏＹＲ３/1）

SK63
①層

②暦

凧褐色士（Hue

鯖褐色土（Hue

ｏＹＲ２/2）

ＯＹＲ３/3）

①層 昭褐色土（Hue ＯＹＲ３/4）

SK92
②層 凧褐色土（Hue ＯＹＲ３/1）

③回 肌褐色土（Hue ＯＹＲ３/2）

①用 暗褐色土（Hue ＯＹＲ３/3）

②層 lMl禍色士（Hue ＯＹＲ３/2）

SK96 ③掴 賭褐色土（Hue ＯＹＲ３/3）

④凪 瓜褐色土〈Hue ＯＹＲ２/2）

⑤層 肌褐色士 Hue ＯＹＲ３/2）

①園 凪褐色士 Hue ＯＹＲ３/2）

SK100 ②屑 凧褐色士 胸ｅ ＯＹＲ３/1）

③層 晒禍色土 Hue OYR）

SK116 ①層 瓜褐色士 Hue ＯＹＲ３/1）

SK117 ①層 瓜褐色士 Hue ＯＹＲ２/3）

SK119
①層

②層

黒褐色土 Hue

瓜褐色土（Hue

ＯＹＲ３/2）

ｏＹＲ３/1）

①層 皿色土（HｕｅｌＯ Ｒ２/1）

SK120 ②層 肌褐色土（Hue ＯＹＲ２/2）

③層 黒褐色土 Hue ＯＹＲ２/3）

SKI2２
①田

②園

暗褐色士

瓜褐色士

HuB

Hue

ＯＹＲ３/3）

ＯＹＲ３/1）

①掴 瓜裡色士 Hue ､５ＹＲ３/2）

SK123 ②周 肌褐色士 HUe ､５ＹＲ３/1》

③層 瓜褐色土 Hue ＯＹＲ３/1）

①厩 黒褐色士 Hue ＯＹＲ２/3）

SK124 ②層 瓜褐色± Hue ＯＹＲ３/1）

③層 瓜褐色士 Hue ＯＹＲ２/2）

SK126 ①層 にぶい枇色土（ＨｕｅＺ５ＹＲ６/4）

SK146 ①層 褐色土（ＨｕｅｌＯＹＲ４/4）

SK168
①層

② 層

明褐色土（Ｈｕｅ７､５ＹＲ５/6）

暗褐色土 Ｈｕｅ７､5ＹＲ３/3）

①層 瓜色土（Ｈ 』ｅｌＯＹＲ２/1）

SK170 ②層 暗褐色士 Ｈｕ８１０ＹＲ３/3）

③層 黒褐色士 ＨｕｅｌＯＹＲ３/1）

獣1７１ ①層 瓜褐色士 ＨｕｅｌＯＹＲ２/2）

SK172
①層

②厄

瓜色土（ＨｕｅｌＯＹＲ２/1）

暗褐色土（ＨｕｅｌＯＹＲ３/4）

①層 肌褐色土（ＨｕｅｌＯＹＲ３/2）

②園 瓜色土〈ＨｕｅｌＯＹＲ２/1）

SK189 ③層 瓜褐色土（地ｅＩＯＹＲ２/2）

④層 褐色土（Ｈｕｅ７,5ＹＲ４/3）

⑤層 皿色土〈ＨｕｅｌＯＹＲ２/1）

①層 凧褐色土（ＨＵｅｌＯＹＲ３/２

SK190 ②暦 黒褐色土（ＨｕｅｌＯＹＲ２/２

③層 瓜褐色土（ＨｕｅｌＯＹＲ２/２

SX194
①層

②層

園褐色土（ＨＵｅｌＯＹＲ３/４

肌褐色土（ＨｕｅｌＯＹＲ２/２

SK198 ①層 暗褐色土（ＨｕｅｌＯＹＲ３/４

鋪Ⅲ承側従の成果

特 樋

貼住あり、しまりあ り 。 焼 土 の 小 和 子 多 璽 に 、 カ ー ボ ン が 少 睡 涯 人 。

粘性あり

粘性あり

粘性あり

粘性あり

粘性なし

粘性なし

粘性なし

粘性あり

粘性あり

粘性あり

粘性なし

混じる。

粘性なし

粘性なし

粘性あり

粘性あり
る土が入

粘性あり

粘性あり

粘性あり

粘性あり

粘性あり

粘性なし

粘性あり

粘性岡、

粘性あり
皿含む。

粘性あり

粘性あり

粘性あり

粘性あり

粘性あり

粘性あり

粘性あり

粘性あり

粘性あり

粘性あり

粘性あり

粘性あり

粘性あり

粘性あり

粘性あり

粘性あり

粘性あり

粘性なし

粘性あり

粘性あり

粘性あり

粘性あり

粘性あり

粘性あり

粘性あり

粘性なし

粘性あり

粘性あり

粘性あり

粘性あり

粘性なし

粘性あり

粘性なし

粘性あり

粘性なし

粘性なし

粘性なし

粘性なし
～２点と

粘性なし

粘性あり

粘性なし

粘性なし

しまりあり

しまりあり

しまりあり

しまりあり

しまりなし

しまりなし

しまりあり

しまりあり

しまりあり

しまりなし

しまりなし

しまりなし

しまりなし

しまりあり

しまりあり
6。

しまりなし

しまりなし

しまりあり

しまりなし

しまりなし

しまりあり

しまりなし

鋒まり羽。白

しまりあり

しまりあり

しまＩ なし

しまＬ なし

しまＩ あり

しまＩ なし

しま！ あり

しま‘ あり

しまＬ なし

しま‘ なし

しまし あり

しまし なし

しまＬ なし

しま‘ なし

しま‘ あり

しまし あり

しまし あり

しま！ あり

しま‘ あり

しま！ なし

しまりあり

しまりあり

しまりなし

しまりあり

しまりあり

しまりあり

しまりあり

しまりあり

しまりなし

しまりあり

しまりなし

しまりあり

しまりあり

しまりあり

しまりあり

しまりなし

しまりあり

しまりあり

しまりあり

Rが混じる。

しまりあり

しまりあり

しまりあり

しまりあり

粘性小、しまり大．３

粘性あり、しまりあり

粘性あり、しまりあり

粘性あり、しまりあり

焼土の小粒子少量混入。

焼土をブロックで多凪に、小碗を少凪含む。

焼土の小粒子を少且含む、カーボンの小粒子混じる。

焼土の大粒子を多く、３個の土も少母含む。

極小の焼土が全体に混じる。カーボンと小磁わずかに含む。

焼土とカーボンの小粒子を少量含む。串大の残と粗砂を多量に含む。

①に比べ大きな焼土とカーボンを多画に含む。

焼土とカーボンを大きなブロックで、粗砂も多量に含む。

小破を多且に含む。

擾土とカーボンの小軸子を少量含む◇小碗も混じる．

カーボンとオレンジ色の粒（焼土）を、まばらに微量含む。１～3ｃｍの小醗

カーボンとオレンジ色の粒（焼土）を、微魁含む。

全体的に焼土ブロックを、カーボンをまばらに含む。

焼土粒をまだらに．土劉片を少量含む．

粘土ブロック（ニガ？）が混じる。焼土粒と白色題を少量含む．③に顛似す

上刷に焼土のブロックが部分的に、下刷に焼土の小粒子を多く含む。

焼土の小粒子を多く含む。

狐色の土をブロックで少皿含む。

焼土の小粒子を上郁に、３園の土をブロックで含む。

焼土やカーボンは殆ど含まず、白色の小粒子を少量含む。

黄褐色の土をブロックで多量含む。小碗も少量含む。

白色碗と粘土ブロックを含む。焼土粒も数通含む。

2粒子と粘土ブロックを含む。

焚色の粘土をブロックで、大きなカーボンのブロックと、焼土の小粒子を少

カーボンの小粒子混じる。黄色勅士ブロックを少、含む。

肌色土と黄色土をブロックで、焼土も多凪に含む。

碇（河原石)、土塁片、焼土ブロック、肌色土（２ｂ用？）を含む。

粘土ブロックを含み、カーボンも鐙辺含まれる。賀褐色土（３用？）混入。

褐色土が帯状で入り、カーボンも微皿含む。

小磯を含み、砂質が強い。カーボンを微量含む．

焼土粒とカーボンを含む。

３園の土を小さなブロックで、焼土を小粒子で含む。拳大の石を多く含む。

焼土とカーボンを小粒子で含む．３層の土を小さなブロックで含む。

②の土と、３個の土を小さなブロックで含む。

黄褐色の土を大きなブロックで含む．若干、粗砂が混じる。

若干粗砂を含みバサバサ感がある。焼土とカーボンも多量に含む。

３層の土を小さなブロックで含む。拳大の碑が混じる。

３用の土を大きなブロックで含む．カーボンの小粒子を少皿混じる。

３用がまばらに混じる。小破粒を含む。カーボンと焼土を均一に多く含む。

カーボンを含む。小瞳と焼土が微且混じる。

黄褐色粘土を微量含む。瓜褐色土がブロックで混じる。

焼土と小土穆片を多量の含む。人頭大の石が数個混じる。

焼土の小粒子を多量含む。小麗と大きな週物も混じる．

焼土の小粒子とカーボンを少睡含む．小破も混じる。

拳大の疎と瞳士粒を多幽に含む。

３層の土をブロックで多く含む。下回に人頭大の石が多量あり。

焼土の小粒子とカーボンを多量含む。小磁が少量混じる。

黄褐色の土をブロックで、焼土とカーボンを少量含む。

焼土とカーボンを微量含む。

下園に人皿大の石を多皿に含む。

白色粒子を均等に含み、また磯を含む。

婿士と小瞳を少量含む。

焼土とカーボンを少且含む。小破が少凪混じる。

下層に、３層の土を若干含む。焼土の小粒子と、小醗が少皿混じる。

３園の土をブロックで多皿に含む。焼土の小粒子と、小腺が少量混じる。

３用の土を少量含む。焼土の小粒子が若干混じる。

４層の土が混じる悪じで、白い粒が混入。極小の焼土粒わずかに入る。

憧十とカーボン、土圏片を多く含む．

礎と少丘の焼土を含む。ニガ土のようであるがやわらかい。

焼土粒とカーボン粒をごくわずか含む。磯が混じる。

極小の焼土とカーボンを含む。小石大の破少且混じる。

4層の土が混じる。④の赤い土がブロック状に少し入る．極小の焼土粒が１

焼土粒が敬貞と題が混じる。

磯が混じる。

焼土粒とカーボン粒が少し混じる．

３用の土混じる。焼土粒とカーボン粒をごくわずかに含む。

可の土混じる．②よりやや多い焼土粒とカーボン粒をごくわずかに含む．

下層に焼土の帯が入る．白色粒子と瞳をまばらに含む．土器片が微段入る。

①に比べやわらかく、フカフカする。白色粒子と焼土を所々に含む。

砿、カーボン、焼土を含む．

表６ 1区検出週禍土圃注配表（２）
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節２節ｌ区の捌在

週構番号 層皿 士刷名

SX199
①層

②闇

胆褐色士

閉褐色土

ＨｕｅｌＯＹＲＺ/３

Ｈｕ６１０ＹＲ３/４

SK200 ①用 瓜褐色十 Ｈｕ８１０ＹＲ２/２

①周 瓜褐色土 ＨｕｅｌＯＹＲ３/２

SK201 ②周 凪褐色士 Ｈｕｅ７,５ＹＲ３／

③層 瓜褐色士 ＨｕｅＩＯＹＲ３/１

①周 凪褐色土 ＩｈｊｅｌＯＹＲ３/2）

SK203 ②胴 瓜色土（ＨｕｅｌＯＹＲ２/1）

③間 昭褐色土（Ｈｕ８１０ＹＲ３/3）

SX204 ①間 瓜褐色土《Ｈｕｅ７､5ＹＲ３/2》

①周 田褐色土《Ｉｈｊｅ７,5ＹＲ３/3》

②用 凧褐色土（ＨｕｅｌＯＹＲ３/2）

SK218 ③用 黒褐色土（Ｈｕｅ７､5ＹＲ３/1）

④間 暗褐色土（Hu６７．５ＹＲ３/4）

⑤層 皿色±（他Ｇ１０ＹＲ２/1）

①層 瓜褐色土（Ih』ｅ7.5ＹＲ３/1）

②岡 晒褐色土（Hu６７．５ＹＲ３/3）

SK219 ③層 蹄褐色土（Hu０７．５ＹＲ３/4）

④眉 瓜褐色土（lfuelOYR3/1）

⑤層 皿色±（ＨｕｅｌＯＹＲ２/1）

①層 瓜褐色土（Hu８７．５ＹＲ３/2）

SK220 ②周 凧褐色土（ＨｕｅｌＯＹＲ２/2）

③層 瓜褐色土（ＨｕｅｌＯＹＲ２/2）

①屑 瓜褐色土（伽ｅｌＯＹＲ２/3）

SK222 ②層 師褐色土（肋ｅ7.5ＹＲ３/3）

③屑 瓜褐色土（伽ｅ１０ＹＲ３/1）

SK223
①層

②間

黒褐色土（伽ｅｌＯＹＲ２/2）

瓜褐色土（ＨｕｅｌＯＹＲ２/2）

SK224
①層

②層

昭褐色土（Ih』ｅ１０ＹＲ３/3）

凧褐色土（ＩｈｊｅｌＯＹＲ３/2）

①層 黒褐色土（胸ｅｌＯＹＲ３/1）

SK225
②冊 肌色土（肋ｅｌＯＹＲ２/1）

①間 瓜褐色土（ＨｕｅｌＯＹＲ３/２

Sx226 ②悶 瓜褐色士（ＨｕｅｌＯＹＲ３/１

③回 瓜褐色土（ＨｕｅｌＯＹＲ３/２

SK227 ①用 凧褐色土（ＨｕｅｌＯＹＲ２/２

蛾222
①閣

②周

昭褐色土（ＨｕｅｌＯＹＲ３/３

蹄褐色土《伽⑥１０ＹＲ３/３

SK229
① 晒

②用

両面琶王~而面~而而~57両
凪褐色士（他ｅｌＯＹＲ２/２

①用 肌褐色土《ＨｕｅｌＯＹＲ２/３

SK230
②層

③用

瓜褐色土（Ih』ｅｌＯＹＲ３/１

凪褐色士（ＩｈｊｅｌＯＹＲ２/２

④用 凧栂健士（伽ｅｌＯＹＲ３/２

SK231 ①用 略褐色士（IhjelOYR3/３

SK232
①周

②層

凧褐色土（ＨｕｅｌＯＹＲ２/２

晒褐色土（ＨｕｅｌＯＹＲ３/３

①用 凧褐色土（ＨｕｅｌＯＹＲ３/１
劇(234

②層 瓜褐色十（ＨｕｅＩＯＹＲ２/２

SK236
①層

②岡

瓜褐色土（Ｈｕ６１０ＹＲ３/２

昭褐色土（ＨｕｅｌＯＹＲ３/３

SK237
①冊

②用

暗褐色土（Hue7.5ＹＲ３/3）

凪褐色土（胸０７．５ＹＲ２/2）

SK238
①用

②用

昭褐色士（ＩｈｊｅｌＯＹＲ３/３

蹄褐色土（ＨｕｅｌＯＹＲ３/４

①層 町褐色士（ＩｈｊｅｌＯＹＲ３/４

②用 黄褐色土（ＨｕｅｌＯＹＲ５/６

SK240 ③層 晒褐色七（IhjO10YR3/３

④用 瓜褐色土（ＨｕｅｌＯＹＲ３/２

⑤間 褐色土（ＨｕｅｌＯＹＲ４/6）

顕270
①用

②刑

灰黄褐色土（Ｈｕ８１０ＹＲ４/2）

黒褐色士（ＨｕＯ１０ＹＲ３/2）

瓢271
①用
② 脇

掲色士（胸ｅ１０ＹＲ４/4）

にぶい缶狙角士（ＩｈＢ１０ＹＲ４/3）

ＳＸ１９３ ① 肋 肌褐色土（ＨｕｅｌＯＹＲ３/3）

SX196 ①周 瓜褐色土《伽ｅｌＯＹＲ２/2）

轄岱

拓匠あり、しまりあり。規土とカーボンを微瞳含む。②に比べやわらか．

粘性あり

粘性あり

粘性なし

粘性なし

粘性なし

粘性あり

粘性あり

粘性なし

粘性なし

粘性なし

粘性なし

粘性あり

粘性あり

粘性なし

粘性あり

粘性あり

粘性あり

粘性あり

粘性あり

粘性なし

粘性なし

粘性なし

粘性なし

粘性あり

粘性あり

粘性なし

粘性なし

粘性なし

粘性あり

粘性あり

粘性あり
クで入る

粘性あり

鮎性あり

粘性あり

粘性あり

粘性なし

粘性なし

鮎性あり
－

粘性あり

粘性あり

粘性あり

粘性あり

粘性なし

粘性なし

粘性あり

粘性あり

粘性あり

粘性あり
じる。

粘性なし

粘性なし

粘性あり

粘性あり

粘性なし

粘性なし

粘性あり

粘性あり

粘性あり

粘性あり

粘性あり

粘性なし

粘性なし

粘性なし

鮎件なＬ

粘性なし

しまりあり

しまりあり

しまりなし

しまりあり

しまりなし

しまりあり

しまりあり

しまりあり

しまりあり

しまりあり

しまりあり

しまりあり

しまりあり

しまりなし

しまりあり

しまりなし

しまりなし

しまりあり

しまりなし

しまりあり

しまりあり

し旗りあり

しまりなし

しまりなし

しまりなし。

しまりあり

しまりあり

しまりあり

しまりあり

しまりあり

しまりあり

しまりあり

しまりあり

しまりあり

しまりあり

しまりあり

しまりあり

しまりあり
－

しまりあり

しまりあり

しまりあり

しまりあり

しまりあり

しまりあり

しまりあり

しまりあり

しまりあり

しまりあり

しまりあり

しまりあり

しまりあり

しまりあり

しまりあり

しまりあり

しまりあり

しまりあり

しまりあり

しまりあり

しまりあり

しまりあり

しまりあり

しまりあり

しまりあり

しまりなし

上邸に３層の土が混じる。焼土とカーボン多量に含む。

焼土とカーボンを少、含む。

焼土の小粒子を少凪、粗砂を多凪に含む．

３個の土の小さなブロックと、小醗を少量含む．

焼土の小粒子と小皿を少量含む。

３閥の土と、焼土とカーボンの小粒子を多量に含む。

焼土の小粒子と小優を少量含む。

小醗を少量含む。

３用の土を小さなブロックと．小麗を少量含む．

焼土とカーボンを大きな粒子で多量に含む。小破も多量に混じる。

焼土とカーボンを多且に含む。カーボンのブロックあり。

焼土とカーボンを少且含む。

焼土を多量に、カーボンを少且含む。

カーボンを多量に含む。

３用の土を小ブロックで、腿を少且含む。

捷十とカーボンをブロックで多量に含む。

焼土を帯状に、カーボンと硯も多ｍに含む。

憧十ムカーポンを し凪含む。

フカフカしている 蝿十とカーボンを少且含む．

焼土と粗砂を多且 ﾆ含む。

３冊の土をブロッ うで含む。焼土とカーボンと甑を少量含む。

焼土とカーボンを し量含む。畷混入なし。

圃十とカーボンの |､粒子を多瞳に含む。粗砂も多且に混入。

笹十とカーボン少型、拳大の畷を多且に含む。

焼土とカーボンの大きな粒子を多且に含む。３厨の土も､ブロックで少量含む．

焼土と２～3cm大のカーボンを多皿に含む。砂が少且混じる。

焼土と小さなカーボンを少且含む。碑が多量混じる。

焼土とカーボンの小粒子を多廻に含む。小破も少量混じる。

焼土の小粒子を少、含む．小碩も多く混じる。

３用の土と焼土とカーボンの小粒子を多量に含む。

焼土とカーボンを①より大きな粒子で多趣に含む。３用の土も大きなブロッ

焼土とカーボンの小粒子を多画に含む。

焼土とカーボンを少且含む．題も少量混じる．

焼土とカーボンを少且含む。３間の土をブロックで混じる。

３１mの土を小さなブロックで含む。磯と粗砂混じる。

ニガに似ている。小醸が多量混じる．

３用の土をブロックで多画

恒士とカーボン小粒子と粗

３用の土をブロックで多量

焼土とカーボンを少量含む

他士とカーボンの小粒子を

３用の土をブロックで含む

３用の土をブロックで含む

ﾆ含む。

ウを多廻に含む．

ﾆ含む。焼土とカーボンを少量、皿伍士悪じる。

粗砂混じる。

Ｓｍに含む。粗砂混じる。

混じり少ない．

磯混じる。

３層の土と黒色のブロックをまだらに含む。

焼土とカーボンの小粒子を少且含む。粗砂多且に混じる。

焼土の小粒子を少、含む。陳混じる。

焼土とカーボンの小粒子を多且に含む。大きな畷混じる。

３周の土をブロックで、婿十とカーボンを多量に含む。巨大な石が多量に混

３個の土をブロックで、焼土とカーボンの小粒子を多量に含む。髄混じる。

3個の土をブロックで含む。粗砂混じる．

笹十とカーボンの小粒子を少且、小砿を多量含む。

３図の土を小ブロックで少量、小優を多量含む．

ニガに似ている。小碗が多量混じる．

３用の土をブロックで多量に含む。

焼土とカーボンを少且含む。

焼土とカーボンを少量含む。①がブロックで混じる。

睡十とカーボンと函を少量含む．

焼土とカーボンを微量含む。

主に３冊土と咽褐色土が混じる。

焼土粒とカーボン粒をわずかに含む。砿混じる。

鶴士とカーボン粒をわずかに含む。腿混じる。

蛾士と I一ボンを含む．小題が混じる。

極小の u士劫とカーボン軸穿舎齢一

粗砂を 卜＜、規土とカーボンを多趣に含む。

粘性なし、しまりあり。カーボン粒少風含む。上層は10ｃｍ程の石だが、下層にいくほど大きな磯が
混じる。

表７１区検出週禍土層注配表（３）
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一

第３節２区の鋼査

第３節２区の調査

１．週櫛分布（第３図・第４1図）

第４１図の２区遺榊配置図中で、一点破線で表現した箇所は撹乱されている箇所である。２区で検出した

遺構は、掘立柱建物跡２棟、柵列跡７基、堀・溝跡10条、土城14基である。

遺構の分布状況を見ると、調査区のほぼ中央部に99号堀跡（SD99）がほぼ東西方向に伸びている。この

堀跡の南側に247号掘立杵建物跡（SB247）や柵列跡・土城の大半が分布している。調査区の南東隅にほぼ

直角屈曲した186号堀跡(SD186)があり､その南側に251号掘立杵睡物跡(SB251)がある。SD99の北側に、

272.281号満跡（SD272.281)、127.131.157.162号土壌（SK127.131.157.162)、265号柵列跡（SA265）

が分布している。

2．遺構・遺物

各遺櫛・遺物の詳細は第42図～第52図・表８～表１０のとおりである。以下は各遺構を概観する。

（１）掘立柱建物跡

247号掘立柱建物跡【SB247】（第42図）

SB247は２間×４間の側柱建物と考えられる。建物の主軸はN44oEで99号堀跡（SD99）が伸びる

方向からやや南側に振れる。

251号掘立柱建物跡【SB251】（第42図）

SB251は１間×４間分を確認し、側柱建物と思われる。建物全体の規模は調査区外に柱穴が存在する

と思われるので不明である。建物の主軸はN51oEで186号堀跡（SD186）と同じである。

（２）柵列跡

246号柵列跡【SA246】（第43図）

SA246の柱列の軸はN55oEで、ＳＤ９９とほぼ並行している。ほぼ東西に並ぶ５つの柱穴からなって

いる。柱列の長さは7.8ｍ（約25.8尺）で、柱穴は直径28～44cm、深さ１２～20ｃｍで、下端レベルは

一定でない。

248号柵列跡【SA248】（節43図）

SA248の柱列の軸はN88oEで、５つの柱穴からなっている。柱列の長さは4.1ｍ（約13.5尺）で、

柱穴は直径２０～３６cm、深さ１３～18ｃｍで、下端レベルは一定でない。

255号橿列跡【SA255】（第43図）

SA255の柱列の軸はN40oWで､ほぼ南北に並ぶ５つの柱穴からなっている。柱列の長さは6.6ｍ（約

21.8尺)、柱穴は直径２８～44cm、深さ９～22cm、下端レベルは一定でない。

261号柵列跡【SA261】（第43図）

SA261の柱列の軸はＮ58･Ｗで、４つの柱穴からなっている。柱列の長さは3.6ｍ（約11.9尺)、柱穴

は直径２４～44cm、深さ１０～18cm、下端レベルは一定でない。

262号柵列跡【SA262】（第43図）

SA262の柱列の軸はN33oEで、４つの柱穴からなっている。柱列の長さは3.0ｍ（約9.9尺)、柱穴は

直径１８～34cm、深さ６～２０ｃｍで、下端レベルは一定でない。

264号柵列跡【SA264】（節43図）

SA264の柱列の軸はN25oEで、４つの柱穴からなっている。柱列の長さは2.1ｍ（約6.9尺)、柱穴は

直径２８～44cm、深さ６～28ｃｍで、下端レベルは一定でない。

265号梱列跡【SA265】（第43図）

SA265の柱列の軸はN62oEで､ほぼ東西に並ぶ４つの柱穴からなっている。柱列の長さは3.0ｍ(約9.9

尺)、柱穴は直径２４～４８ｃｍ，深さ１０～２２ｃｍで、下端レベルは一定でない。この柵列跡はＳＤ９９より

北側に位樋しているが、これ以外の柵列跡はSD99の南側に集まっている。

5８
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卵３節２区の岡査
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遺禍
番号

SB247

SB251

間散

２×４

１×４

、１

１０．０

7.6

ﾃ長 R長

尺 ｎｌ 尺

33.0 ２４ 7.9

25.1 2.2 7.3

建物の
向き

型式 方位
圧

、

桁ｆ

『T１

平均

尺

梁#

、

'平均

尺

柱穴血径

C、

柱穴深さ

C、

栗西 側柱 Ｎ４４･Ｅ 2.5 8.3 2.4 7.9 ２８～６０ １６～５２

東西 側柱 Ｎ５１.Ｅ 1.9 6.3 2.2 7.3 ４０～６８ １２～６８

表８２区掘立柱迦物跡計測表

6０－



第 Ⅲ 軍 鋤 在 の 成 果

(3)堀跡

９９号堀跡【SD99】（第44図）

ＳＤ９９は調査区のほぼ中央部で確認でき、長軸20.40ｍ～、短軸2.75m、深さ1.60ｍを測り、ほぼ東西

方向に伸びている。榎土を観察すると、大型円喋を多股に含む土屑まで掘り込んでおり、覆土状況が同

じことから、１区で確認した４．５号堀跡に連続する同じ堀跡ではないかと考えられる。

１～１２はこの堀跡から出土した遺物である。１～３は外底部に糸切り痕がある土師器で、１は極小の

耳皿と思われるもの、２は小型杯、３は中型杯である。４～６は瓦面土器片で、４．５は火鉢、６は柵鉢

である。７は染付皿片である。８．１１は青磁皿片である。９．１０は陶器片で、９は椀の口縁部、１０は壷

の口縁部である。１２は硯片で、下半分が欠損している。

186号堀跡【SDl86】（第45図～第46図）

ＳＤ１８６は長軸18.60ｍ～、短軸1.76m、深さ0.72ｍを測り、ほぼ直角に屈曲する箇所とその周辺部分

を確認した。この堀跡が四方に巡れば、北西隅を検出したことになる。断面形は略台形を呈する。

第４５図ｌ～２３、第４６図２４～３９はこの堀跡から出土した遺物である。２４～３０は土師器で、外底

部に糸切り痕がある。１～１２は小型製品で、６．８～１０．１２の体部は内側に屈曲しながら立ち上がり、

これら以外の体部はほぼ直線的に立ち上がる。１３～３０は中型製品である。１４．１５．１７．２８の体部は口

縁部近くで外に開いており､14の口縁部付近の体部には穿孔が施されている｡22の体部は短く立ち上がっ

ている。上記の杯と２９．３０以外の体部はほぼ直線的に立ち上がっている。３１～３７は青磁である。３１

～３６は椀片、３７は香炉片である。３８．３９は瓦質土器で、３８は火鉢片、３９は火舎片である。

(4)淋跡

132号澗跡【SDl32】（第47図）

132号満跡は長軸9.60ｍ～、短軸0.60ｍを測り、ほぼ南北方向に伸びる。２８０号満跡（SD280）に切

られており、ＳＤ１８６を切っている。確認できた深さは0.16ｍと浅い。

142号澗跡ISDl42】（第47図）

この満跡は一部分しか残存しておらず、長軸1.90ｍ～、短軸0.44ｍを測り、検出した深さも0.10ｍと

浅い。両端を１０１．１０５号土城（SK101.105）によって切られている。

160.164号瀞跡【S､160.164】（節47図）

SD160は長軸4.52ｍ～､短軸0.72m､深さ0.16m､SD164は長軸6.40ｍ～､短軸2.56m､深さ0.36ｍとなっ

ている。これらの溝跡には別々の過榊番号を調査時につけたが、その後の詳細調査で同一のものである

だろうと思われた。整理の混乱を避けるため、調査時の遺櫛番号のままにしてある。ほぼ東西方向に伸

びており、西側端部は丸くなって終わっている。東側は撹乱を受けている。

268号澗跡【SD268】（第48図）

SD268は長軸10.00ｍ～、短軸1.32ｍ～を測り、ほぼ南北方向に伸びているが、西側の大半は撹乱を

受けて消失している。北側端部は丸く終わっているが、一部は163号土城（SK163）によって切られて

いる。確認できた深さは0.20ｍと浅い。

272号淵跡【SD272】（第48図）

SD272は長軸9.00ｍ～、短軸1.84ｍを測り、ほぼ南北方向に伸びている。南側端部はＳＤ９９によって

切られており、北側端部は撹乱を受けている。確認できた深さは0.48ｍと浅い。

280号澗跡【SD280】（第47図）

SD280は長軸15.12ｍ～、短軸0.80ｍを測り、ほぼ東西方向に伸びており、ＳＤ９９とSD186のほぼ中

間地点にある。検出した深さは0.28ｍと浅い。

281号澗跡【SD281l（第48図）

SD281は長軸2.80ｍ～、短軸1.48ｍ～、深さ0.40ｍを測り、南側肩部の一部を確認した。殆どは撹

乱を受けている。SD272に隣接しているが、撹乱のため、両者が切り合い関係にあるのか、同一のもの

かは不明である。

－６１
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週橿名 預櫨番号 昼蝕 短粕 深さ 僅考

土壊

SＸ ０８

SＫ 2７

SＫ 3１

SＫ 4０

SＫ 5０

SＫ 5４

SＫ 5７

SＫ 6１

SＫ 6２

SＫ 6３

SＫ 6５

SK245

1．８６

1．１２

1．０８

1．７２

2．０８

2．７０

1．１６

０．７８

２．４０

1．３１
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０．４２～

1．０８
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０ 9８
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3２
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4０

０．７４～

０．６２

０．４４

0．１４
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０．２２

0．１６

０．２８

０．２０

0．３１

０．２２

0．３２

0．５６
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遺物出十

廻存灰外にのびる

SD164に切られる

遺構名 週構番号 長粕 短軸 深さ 個毒

堀跡

SD99

SD186

20.40～

18.60～

2．７５
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第Ⅲ軍鋼従の成果

(5)土壊

１０１号土蛎【SKlOl】（第49図）

SK101は長軸1.38m､短軸0.96m､深さ0.88ｍを測り､平面形は略楕円形､断面形は略台形を呈している。

SD142を切っており、覆土は①層～③屑に分層できる。

１０５号土嫡【SKlO5】（第49図）

SK105は長軸1.32m、短軸0.96m、深さ0.86ｍを測り、平面形は略楕円形、断面形は深い筒状である。

ＳD１４２．１８６を切っており、覆土は①屑～③府に分層できる。

108号土壌【SKIO8】（第49図）

SK108は長軸1.86m､短軸1.08m､深さ0.14ｍを測り､平而形は不整形､断面形は浅い皿状を呈している。

127号土鱗【SKl27】（第49図）

SK127は長軸1.12m、短軸1.02m、深さ0.84ｍを測り、平面形は略円形、断而形は略台形である。澗

土は①層。②層に分層できる。

131号土城【SKl31】（第49図）

SK131は長軸1.08m、短軸0.98m、深さ0.28ｍを測り、平而形はほぼ円形、断面形は深い皿状である。

澗土は①層．②届に分鰯できる。この土鰯からは遺物が出土している。

140号土壌ISKl40】（第49図）

SK140は長軸1.72m、短軸1.64m、深さ0.34ｍを測り、平面形はほぼ円形、断而形は深い皿状である。

個土は①層．②屑に分屑できる。

150号土鯛【SKl50】（第50図）

ＳＫ１５０は長軸2.08m､短軸1.32ｍ､深さ0.22ｍを測り､平面形は不整な楕円形､断而形は浅い皿状である。

顧土は①層．②層に分層できる。この土城からは遺物が出土している。

154号土壊【SKl54】（第50図）

SK154は長軸2.70m､短軸0.84m､深さ０．１６ｍを測り､平面形は不確な楕円形､断而形は浅いⅢ状である。

北東部は二段掘りになっている。

157号土壌【SKl57】（第49図）

SK157は長軸1.16m、短軸0.78m、深さ0.28ｍを測り、平面形は楕円形、断面形は深い皿状である。

壁沿いに円喋が置かれている。覆土は①府．②層に分屑できる。

161号土城【SKl61】（鋪50図）

SK161は長軸0.78m､短軸0.58m､深さ0.20ｍを測り、平面形は不整な方形､断面形は深い皿状である。

概土は①屑．②１Wに分府できる。

162号土城【SKl62】（第50図）

SK162は長軸2.40m､短軸1.40m､深さ0.31ｍを測り､平面形は不整な長方形､断而形は深い皿状である。

ほぼ中央部に撹乱された部分がある。北側隅の壁沿いから円磯が出土した。

163号土職【SKl63l（第50図）

ＳＫ１６３の北側はSD280に切られていると思われる。長軸1.31ｍ、短軸0.74ｍ～、深さ0.22ｍを測り、

残存している部分の平面形は長方形で、断面形は浅い皿状である。

165号土嫡【SKl65】（節50図）

SK165の西側部分は調査区外にある。長軸1.24ｍ～、短軸0.62m、深さ0.32ｍを測り、検出した部分

の平面形は略円形、断面形は略台形である。

245号土壌【SK245】（第50図）

SK245は長軸0.42ｍ～、短軸0.44m、深さ0.56ｍを測り、平面形は略楕円形、断而形は略台形である。

6７－
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節Ⅲ噸捌侮の成果

3．その他

ここでは、２．遺榊・遺物で辿櫛と共に述べられなかった遺物を概観する。

ZIXlII土迫物（第５１図～第５２図・表１５～表25）

１～５は外底部に糸切り浪を持つ土師器杯である。１～３はSD272出土のもので、１は小型製品、２．

３は中型製品である。２．３の体部は中程からさらに外に開いている。４はＳＫ１５０出土の小型製品で

ある。５はピットから出土した中型品で、体部中程からさらに外にⅢいている。６は包含１Wから出土し

た瓦闘土器の火鉢の口縁部片である。７は包含1Wから出土した青磁の口縁部片である。８はSK131から

出土した青磁の香炉片である。９は包含層から出土した須恵器翌で、外器而はタタキ、内器而はミガキ・

ハケメが見られる。出土地点、法量、調整、色朋、胎土等の詳細については、表１５～表２５のとおりで

ある。

節５２図は２区出土の古釧である。７．８は表２５にある他の６枚と付粉して出土した。

錨機番号 個皿 士咽名 特樋

①層 耐褐色土（Hue ＯＹＲ３/３ 粘性あり、しまりあり。２面に褐色土と焼土、粗砂が多く入る．

②悶 諸褐色土（Hue ＯＹＲ３/３ 粘性なし しまりあり 全体に焼土粒とカーボン粒を含む。小石大の畷が混じる。

③間 暗褐色土 Hue ＯＹＲ３/３ 粘性なし しまりあり 極小の焼土粒とカーボン粒をごくわずかに含む。

SD99
④別

⑤周

肌褐色土 Hue

凧褐色士 Hue

ＯＹＲ２/３

ＯＹＲ３/２

粘性あり しまりあり SD5の④屑に類似するが、３冊の混じりが少ない（黄褐色砂質土)。

粘性なし しまりあり 全体に極小の焼土粒とわずかなカーボン粒を含む。

⑥用 暗褐色士 Hue ＯＹＲ３/４ 粘性あり しまりあり。SD5の⑥層に類似するが、３層が多く交じり、全体的に撹梓される。

⑦閲 黒褐色士 Hue ＯＹＲ２/２ 粘性なし しまりあり。極小の焼土粒とカーボン粒をごくわずかに含む。

⑧咽 肌褐色± Hue ＯＹＲ２/３ 粘性なし しまりあり。焼土粒がわずかに入る．粗砂と碇が混じる．

sｏ 3２ ①層 肌褐色十 Ih』ｅ ＯＹＲ２/２ 粘性あり しまりあり。褐色土の混じる劉合が多い。

S、 4２ ①咽 凪色士（Ｈ ｅｌＯ Ｒ２/1） 粘性あり しまりあり｡基本土層３層の褐色土のブロック(3～5ｍ)と､カーボンも少量含む。

sｏ 6０ ①園 黒褐色土 Hue ＯＹＲ２/２ 粘性なし しまりなし。褐色ブロックを多く含み、焼土が小粒子で少し混じる．

so6４ ①冊 黒褐色土 Hue ＯＹＲ２/２ 粘性あり しまりなし。褐色勤士ブロックと褐色砂質土を少し含む。焼土は少し混じる。

①回 把色士（Ｈ ｅｌＯ Ｒ４/4） 粘性なし しまりあり。焼土のような土と②の土が混じる。

SD186 ②閲 暗褐色土 Hue ＯＹＲ３/３ 粘性なし しまりあり。粗砂を少量含む。焼土とカーボンの小粒子が混じる。

③閲 黒褐色土 Hue ｏＹＲ３/１ 粘性なし しまりあり。焼土とカーボンを小粒子で含む。

SD268 ①咽 凧褐色土 lh』ｅ ＯＹＲ２/２ 粘性あり しまりなし。褐色土のブロックと焼土を含む。

SD280 ①厨 黒褐色士 lh』ｅ ＯＹＲ３/１ 粘性あり しまりあり。焼土とカーボンと３個の土をわずかに含む．

SD281
①恩
②刑

黒褐色土

昭幅伍 士

Hue

Hue

ＯＹＲ３/２

ＯＹＲ３/３

粘性なし

粘性なし

しまりあり。極小の焼土粒と小さな畷をごくわずかに含む。

しまりあり．隈が数回入る。

①面 黒褐色士 Hue ＯＹＲ３/１ 粘性あり しまりあり。質褐色土をブロックで、焼土の小粒子を少量含む。

SK101 ②悶 黒褐色土 Ｈｕｅ７,5ＹＲ３／ 粘性あり しまりあり。黄褐色土をブロックで含む。小磯混じる。

③冊 里色土（Ｈ ｅｌＯＹＲ２/1） 粘性あり しまりなし。質褐色土の小粒子を含む。

①閥 黒褐色土 ＨｕｅｌＯＹＲ２/２ 粘性なし しまりあり。極小の焼土粒がわずかに含む。３層の明るい茶色の土が少し混じる。

SK105 ②咽 黒色土（ＨｕｅｌＯＹＲ２/1） 粘性なし しまりあり。３園の土が①の半分。

③用 瓜色土（ＨｕｅｌＯＹＲ２/1） 粘性なし しまりあり。

SK127
①層

②屑

褐色土（Ｈｕｅ７､5ＹＲ４/4）

瓜褐色土（ＨｕｅｌＯＹＲ２/2）

粘性なし

粘性なし

しまりあり．全体が赤い土。

しまりあり。カーボンわずかに入る。小破が少量混じる。

SK131
①個

②刑

浅黄杷僅士（Hu８７．５ＹＲ８/4）

肌褐色土（ＨｕｅｌＯＹＲ３/2）

粘性なし

粘性なし

しまりあり。週物も礎も混じりなし。

しまりあり。焼土の小粒子混じる。

SK140
①岡 肌色士（ＨｕｅｌＯＹＲ２/1）

粘性なし、しまりあり。極小の焼土粒とカーボン粒を少量含む。大きな磯１点、小磯２。

３点混じる。

②園 黒褐色土 Hue ＯＹＲ３/１ 粘性あり、しまりあり。極小の焼土粒をわずかに含む。白い砂も混じる。

SK150
①圃

②屑

黒褐色土

黒褐色土

Hue

池ｅ

ＯＹＲ２/２

ＯＹＲ２/３

粘性あり、しまりなし。焼土を少量と褐色土の砂質ブロック含む。

粘性あり、しまりなし．焼土と褐色土が混じる。

SＫ 5４ ①周 瓜褐色士 Hue ｏＹＲ２/３ 粘性なし、しまりなし。褐色ブロックを多鼠に、カーボンも少且含む。

SＫ 5７
①閥

②層

黒褐色±

d柵凸１回昼、

Ih』⑧

Ih』ｅ

ＯＹＲ２/２

ＯＹＲ２/２

粘性あり、しまりなし。褐色（３層）と瓜色土（2ｂ間）がブロックで混じる。

粘性あり、しまりなし。①に比べてブロックは少、含む。

SＫ 6１
①園

②回

凧褐色士

昭褐色土

Hue

Hue

ＯＹＲ２/２

ＯＹＲ３/３

粘性なし、しまりなし。褐色土ブロックが混じる。

粘性なし、しまりなし。①よりもブロックの劉合が多い。

SＫ 6２ ①図 黒褐色土 Hue ＯＹＲ２/３ 粘性あり、しまりあり。焼土を少皿含み、小瞭も少し混じる。

SＫ 6３ ①冊 黒褐色土（ＨｕｅｌＯＹＲ２/２
粘性なし、しまりあり。褐色の砂質ブロックと粘土状のブロックを含む。大きめの焼土も
混じる。

SＫ 6５ ①園 肌色土（Ih』ｅｌＯＹＲ１､7/１ 粘性あり、しまりなし。褐色ブロックと焼土を少画含む。

表１０２区検出週柵士瞳達記表
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第Ⅲ章詞涜の成果

第４節３区の調査

1．遺櫛分布（第３図・第５３図）

第53図の３区遺構配置図中で、一点破線で表現したところは撹乱されている箇所である。３区で検出し

た過栂は、掘立柱建物跡６棟、柵列跡２基、溝跡１条、井戸跡１基、土峻20基である。

過桝の分布状況を見ると、遺榊は調査区中程から北側に集中している。南側には掘立柱建物跡１棟、土城

３基が分布している。

2．遺櫛・遺物

各遺構・遺物の詳細は第54図～第63図・表１１～表１３のとおりである。以下は各辿柵を概観する。

(1)掘旅排建物跡

６４号掘立柱建物跡【SB64】（第54図）

ＳＢ６４は２間×３間の側柱建物で、庇がついていると考えられる。南東隅部は撹乱されており、建物

の主軸はN58oEでほぼ東西方向である。この建物の柱穴からは遺物が出土している。

６５号掘立柱建物跡【SB65】（第55図）

SB65はＳＢ６４に隣接しており、ＳＢ６４と同橡に南東隅部が撹乱されているが、３１１１１×３間の側柱建物

と考えられる。建物の主軸はN68oEでほぼ東西方向である。

６９号掘立柱建物跡【SB69】（第55図）

ＳＢ６９は２間×３間の側柱建物で、建物の主軸はN35oWでほぼ南北方向である。南側梁部中央の柱

穴は小さい。

７２号掘立柱述物跡【SB72】（第56図）

ＳＢ７２は２間×２間分を確認できた側柱建物で、建物の主軸はN85oEである。東側の柱穴は調査区

外に存在すると思われるため、規模は不明である。

283号掘立柱述物跡【SB283l（第56図）

sB283は２間×３間もしくは２１ｍ×２間で庇のついた総柱建物で、建物の主軸はN35oEでほぼ東西

方向である。北側桁部の一部が撹乱されている。南側桁部、中央部の柱穴に小さめのものがある。

284号掘立柱述物跡【SB284】（第57図）

SB284は２間×４間もしくは２間×３間の身舎に庇や別棟が付属する側柱建物である。建物の主軸は

N53oEでほぼ東西方向である。

(2)柵列跡

７０号柵列跡【SA70】（第58図）

ＳＡ７０の柱列の軸はN57oEで、SB284の主軸とほぼ並行している。この柵列跡はほぼ東西方向に並

ぶ７つの穴からなっており、柱列の長さは5.7ｍ（約18.8尺）で、柱穴は直径２８～４８cm、深さ１２～

５０ｃｍで、下端レベルは一定でない。

７１号柵列跡【SA71】（第58図）

SA71の柱列の軸はN15oEでほぼ南北方向に並ぶ４つの穴からなっている。柱列の長さは4.7ｍ（約

１５５尺）で、柱穴は直径４４～４８cm、深さ１８～60ｃｍで、下端レベルは一定でない。北側の２つの穴

は他と比べると深い。

(3)瀧跡

５０号澗跡【SD50】（第58図）

ＳＤ５０は調査区の西側端部で一部を確認したが、その東側部分は挽乱により検出することができなか

った。長軸1.58ｍ～、短軸0.40m、深さ0.12ｍを測り、断面形は浅い皿状を呈している。

(4)井戸跡

７３号井戸跡【SE73】（第58図）

ＳＥ７３は調査区北側の掘立柱建物跡が集中する箇所のほぼ中央部に位置している。長軸1.21ｍ、短軸

7３
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第５４図掘立柱建物跡（SB64）実測図

表１１

ＡＡ・:＝=二

ｌ
・
ロ
．

SＢ６４●

こｌ

ＡｏＬ三Z5.600ｍ 一Ａ

遺構
播号

間数
キ

ｎｌ

ﾃ長

尺 庁1

2長

尺

建物の
向き

型式 方位
庇

、

桁行平均

0Tb 尺

梁行平均

『、 尺

柱穴直径

c、

柱穴深さ

ａｎ

SB64 ２×３ 5.2 17.2 5.3 17.5 東西 側柱 Ｎ５８.Ｅ 1.7 5.6 ３．４ 11.2 ２４～６０ １８～５６

SB65 ３×３ ５３ 17.5 ５ ３ 17-5 東西 側柱 Ｎ６８.Ｅ ８ 5.9 1.8 5.9 ２８～６０ １４～4４

SB69 ２×３ ５ ９ 19,5 ４０ 13.2 南北 側柱 Ｎ35.Ｗ ２０ 6.6 ２０ 6.6 １６～５２ ６～６６

SB72 ２×２ ４３ 14.2 ３２ 10.6 東西 側柱 Ｎ８５.Ｅ ２２ 7.3 1.6 5.3 ３４～５０ １４～5０

SB283
２ｘ３か

２×２
5.3 17.5 4.1 13.5 東西 総柱 Ｎ３５.Ｅ 1,8 5.9 2.1 6.9 １６～８８ １６～７４

SB284
２ｘ３か

２×４
7.5 24.8 4.3 14.2 東西 側柱 Ｎ５３ｏＥ 西 1.8 1.9 6.3 2.2 7.3 ２８～６４ ６～５０
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③

節４節３区の澗避
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節４節３区の捌在

1.18m､深さ0.56ｍを測り､平面形は略円形､断面形は筒状を呈している。掘り下げは東側半分を行ったが、

その部分には、人為的に入れ込んだと判断できる円磯が密集して出土した。

(5)土鯛

３０号土壌ISK30】（第59図）

ＳＫ３０は長軸2.25ｍ～、短軸２．００ｍ～、深さ0.20ｍを測り、平面形が不整な円形、断面形が浅い皿状

である。土壌内部には大小の凹凸が見られる。この土城からは遺物が出土している。

３１号土鯛【SK31】（節59図）

ＳＫ３１はSK30西側の隣接した箇所にある。長軸2.80m、短軸2.60ｍ～、深さ0.25ｍを測り、平面形

が不整な方形、断面形が浅い皿状で、内部には大小の凹凸がある。この土壌からは遺物が出土している。

４６号土壊【SK46】（第60図）

ＳＫ４６は調査区の東側隅にあり､約半分は調査区外にある。長軸1.38m､短軸0.66m､深さ0.56ｍを測り、

確認できた部分の平面形は略半円形、断面形が深い皿状である。

７４号土峨【SK74】（第60図）

ＳＫ７４は長軸1.26m、短軸0.60m、深さ0.66ｍを測り、平面形は略椅円形、断面形が略台形で二段掘

りである。覆土は①屑．②屑に分屑できる。この土城からは遺物が出土している。

７５号土壊【SK75】（第60図）

ＳＫ７５は長軸0.94ｍ～、短軸0.92m、深さ0.42ｍを測り、平面形が不整な円形、断面形が二段掘りの

深い浅い皿状である。南側一部が76号土壌（SK76）に切られる。澗土は①層．②府に分層できる。

７６号土壌【SK76】（第60図）

ＳＫ７６は南側約半分が撹乱されており、全体形が不明確である。長軸0.58ｍ～、短軸0.65m、深さ

0.18ｍを測り、検出した平面形は略半円形、断面形は浅い皿状である。

７７号土城【SK77】（第60図）

SK77は南側の一部が78号土城(SK78)に切られている。長軸0.32ｍ～､短軸0.40m､深さ0.24ｍを測り、

確認した平面形は略円形、断面形は略台形である。

７８号土鯛【SK78】（第60図）

ＳＫ７８は79号土城（SK79）に切られ、長軸1.78ｍ～、短軸0.98m、深さ0.42ｍを測る。平面形は東

側に突出した不整形、断面形は深い皿状で二段掘りをしている。捌土は①層．②屑に分層できる。

７９号土鰯【SK79】（第60図）

ＳＫ７９は南側の大半が撹乱されている。長軸1.10ｍ～、短軸0.28ｍ～、深さ0.34ｍを測り、検出でき

た平面形は半円状、断面形は深い皿状である。

８０号土鱗【SK80】（第60図）

ＳＫ８０の西側はＳK７８．７９に切られ、南側は撹乱されており、全体形は不明確である。長軸0.90m、

短軸0.71ｍ～、深さ0.24ｍを測り、確認できた平面形は略方形、断面形は深い皿状である。碩土は①層．

②層に分層できる。この土壌からは遺物が出土している。

８２号土鯛【SK82】（節60図）

ＳＫ８２は北側約半分が撹乱されている。長軸1.44m、短軸0.20ｍ～、深さ0.31ｍを測り、検出した平

面形は不盤形、断面形は南側にいくほど深くなる皿状である。

８３号土城【SK83】（節60図）

ＳＫ８３は北側約半分が撹乱されており、東側はSK82で切られており、全体形が不明確である。長軸

1.00ｍ～、短軸0.65ｍ～、深さ0.78ｍを測り、検出した平面形は不整形、断面形は深い筒状である。覆

土は①１W～③層に分層できる。

7８



第５８図柵列跡（SA7
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節４節３区の糾在

3．

８４号土鯛【SK84】（第61図）

ＳＫ８４は137号土脳（SK137）に隣接している。長軸1.00m、短軸0.72m、深さ0.18ｍを測り、平而

形は不整方形、断面形は皿状である。

８７号土嬢【SK87】（第60図）

ＳＫ８７は長軸1.94m、短軸1.48m，深さ0.95ｍを測り、平而形は北側が半円状に突出した不整形、断

面形は略台形を呈する。製土は①層～⑤層に分府できる。

８８号土壌ISK88】（第60図）

SK88の東側はＳＫ８７に切られている。長軸0.44ｍ～、短軸0.62m、深さ0.16ｍを測り、検出した平

面形は半円形、断面形は浅い皿状である。

134号土鯛【SKl34】（第61図）

SK134は長軸1.42m、短軸0.56m、深さ0.35ｍを測り、平面形は不整形、断面形は東側が浅い皿状、

西側が略台形である。覆土は①屑．②層に分筋できる。

135号土壌【SKl35】（第61図）

SK135は長軸1.16m、短軸0.62m、深さ0.30ｍを測り、確認できた平面形は略三角形、断面形は深い

皿状である。榎土は①層．②層に分層できる。

136号土城【SKl36】（第61図）

SK136は長軸1.08m、短軸0.36m、深さ0.31ｍを測り、平面形は梢円形、断面形は深い皿状である。

137号土城【SKl37】（第61図）

SK137は長軸0.94m､短軸0.50m､深さ0.58ｍを測り、平面形は略楕円形､断面形は不整な台形である。

掴土は①層～③厨に分層できる。

138号土城【SKl38】（第61図）

SK138は長軸1.48m、短軸1.44m、深さ0.58ｍを測り、平而形は南側が突出した不整形、確認できた

箇所の断面形は深い筒状である。掴土は①層～③届に分層できる。

遺梢出土遺物（第62図・表２３．表25）

第62図は過櫛からの出土遺物で詳細は表２３．表25のとおりである。

１はSK31、２はSK80、３はSK74、４はSA70、５．７はSB64、６．８はＳK３０．３１から出土した。１～

５は外底部に糸切り痕がある土師器である。１～４は小型製品、５は中型製品である。６は青磁椀の高台

付近の破片である。７は青磁の注口部片である。８はＳＫ３１から出土した古銭である。

その他

ここでは、２．遺櫛・過物で遺榊と共に述べられなかった辿物を概観する。

３区出土週物（第63図・表23）

鋪６３図は、３区の遺榊以外のところから出土した遺物で、出土地点、法量、調整、色調、胎土等の詳

細については、表２３のとおりである。

１～８，１０．１１は外底部に糸切り痕がある土師器である。１．６は極小皿、２～７は小型製品、８．１０．

１１は中型杯である。１０は体部中程に段があり、そこからさらに外に開く。底部には焼成後に内外器面

から穿孔された穴がある。９は瓦質土器の火鉢口縁部片である。１２は染付椀の破片である。１３～１８は

青磁の製品である。１３～１４は椀片、１５は皿片、１８は琉形瓶片である。１６．１７は破片のため器秘が不

明確である。１９は土製の紡錘耶片である。２０は伽前焼き翌の口縁部付近の破片である。

8０－
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鋪４節３区のJMI在

遺栂番号 園団 士回名 ､あｆｆｈ

①咽 凧褐色土（ＨｕｅｌＯＹＲ３/2） 粘性なし、しまりあり。極小の焼土とカーボンを全停に富む。鰐Rが涯じ⑨｡

SE7３ ②用 黒褐色土（ＨｕｅｌＯＹＲ２/2） 粘性なし．しまりあり。極小の焼土とカーボンを全体に含む。①より少ない。

③価 、皿缶十ｒＨＯｉａｌｎＶロワノワ１ 祉惟狂LDI主ＬｌぶＬｌ－ｎ上ｕ心１－醗い‐極小の侭士寡含む今

ＳＤ５０ ①層 皿褐色土（Ｈｕｅ７､５ＹＲ３/2） 蛙偉】Ｅｒｌ‐Ｉ‐ 妾 Ｌ 】 刀 ､ ０ １ － ０ 湿 小 の 《 母 士 レ カ ー ボ ン 弄 わ す 力 ､ 【 二 言 亙 毘 』 、 大 小 の 挫 刀 , 涯 Ｅ 合 、

SK30 ①用 肌色土（ＨＵｅｌＯＹＲ１,７/１ 粘性なし、しまりあり。煙土（1～3ｍとカーボン（I～b国ｍを同じ堂で全惇に言む･坦初Ｉ鳳涯し①。

SK31 ①冊 肌色土（HuelOYR17/１ 粘性あり、しまりあり。焼土(1～ｎmとカーボン(1～5,0を同じ凪で全体に含む。遺物も混じる。

SK46 ①咽 肌色土（Ｈｕｅ７,5YＲ1.7／ 粘性あり、しまりあり。焼土をわずかに含み、腺も少し混じる。

SK74
①屑

②胴

賭褐色土（ＨｕｅｌＯＹＲ３/３

閑褐色土（ＨｕｅｌＯＹＲ２/２

粘性なし

粘性なし

しまりあり。極小のカーボンを少皿と焼土をわずかに含む。

しまりあり。

SK75
①用

②周

黒褐色土（Ｈｕｅ７､5ＹＲ２/2）

黒褐色土（Ｈｕｅ７､5ＹＲ３/2）

粘性なし

粘性あり

しまりあり。全体に鉄分．カーボンを含む。

しま lあり。鉄分をわずかに含み、小さな鴎混じる。

SK76 ①佃 肌褐色土（ＨｕｅｌＯＹＲ２/2） 粘性なし しま ｝あり。全体に焼土とカーボンを含む。

SK77 ①用 鼎色土（Hue7.5ＹＲ２/1） 粘性あり しま Iあり。極小の焼土をごくわずかに含む。小さな磯混じる。

SK78
①刑

②層

瓜色土（Hu８７．５ＹＲ２/1）

瓜褐色土（Hue7.5ＹＲ２/2）

粘性なし

粘性あり

しま

しま

Iあり．全体に焼土とカーポ

Ｉあり。極小の焼土をわずか

'をわずかに含む。

ﾆ含み、小さな畷混じる。

SK79 ①周 凧褐色士（Ｈｕｅ７､5ＹＲ２/2） 粘性あり しまりなし｡全体に焼土が混じり､ｉ '〈わずかにカーボンを含む｡小さな畷も混じる。

SK80
①周

②間

耐褐色土〈Ｈｕｅ７､5ＹＲ３/3）

瓜色土（Ｈｕｅ７‘5YＲ１．７/1）

粘性なし

粘性あり

しまりあり。全体に焼土とカーポ

しまりあり。極小の焼土をわずか

'(ｍｎ大）を少量含む。

ﾆ含み、小さな畷混じる。

SK82 ①咽 瓜色土（Ｈｕｅ７､5ＹＲ３/1） 粘性なし しまりあり。全体に焼土が、カー fン(2～3ｍ大）をわずかに含む。

①閥 照褐色土（ＨｕｅｌＯＹＲ３/2） 粘性なし しまりあり。極小の焼土をわずか ﾆ含む。

SK83 ②咽 配色士（Ｈｕｅ７,5ＹＲ２/1） 粘性あり しまりあり。ごくわずかに焼土を含み、小さな畷混じる。

③胴 皿色士（恥ｅｌＯＹＲ１､7/1） 粘性あり しまりあり。小さな淫混じる。

SK84 ①咽 黒褐色土（ＨｕｅｌＯＹＲ２/2） 粘性なし しまりあり。焼土とカーボンをわずかに含む。

①間 凧褐色土（Ｈｕｅ７’5ＹＲ３/2） 粘性なし しまりあり。全体に焼土とカーボンを少量含む。小さな礎混じる。

②悶 黒色土（ＨｕｅｌＯＹＲ２/1） 粘性なし しまりあり。焼土とカーボンをわずかに含む。磯も少し混じる。

SK87 ③園 黒褐色土（Ｈｕｅ７５Ｙ２/2） 粘性なし しまりあり。焼土とカーボンを少皿含み、小さな磯もわずかに混じる。

④周 黒褐色士（胸ｅｌＯＹＲ２/2） 粘性なし しまりあり．焼土は②と同じくらい、カーボンをわずかに含む。

⑤屈 瓜色土（ＨｕｅｌＯＹＲ２/1） 粘性あり しまりあり。焼土とカーボンをわずかに含む．題混じる。

SK88 ①用 黒色土〈Ｈｕｅ７,5ＹＲ３/1） 粘性なし しまりあり。全体に焼土が、カーボン(2～3,,大）をわずかに含む．

SK134
①咽

②層

黒褐色士

肌褐色土

ＨｕｅｌＯＹＲ２/2）

Ｈｕｅ７､5ＹＲ２/2）

粘性なし

粘性なし

しまりなし。所々に暗褐色土を含み、焼土も少し混じる。

しまりあり。ほとんど混じりなし。

SK135
①周

②眉

爾禍色士

瓜裡色士

Ｈｕｅ７５ＹＲ３/4）

Hue ＯＹＲ２/２

粘性なし

粘性なし

しまりなし。焼土と褐色粘土のブロックと砂粒を多く含む。

しまりなし。焼土を少し含む．

SK136 ①層 瓜杷色士 Hue 0W１２/２ 粘性なし しまりなし。賭褐色土のブロックを含み、焼土も少し混じる。

①価 凧褐色土 Hue ＯＹＲ２/３ 粘性なし しまりなし。焼土と暗褐色土のブロックを多く含み、褐色粘土も少し混じる。

SK137 ②閲 凧棚色士 Hue ＯＹＲ２/３ 粘性あり しまりあり。①とほとんど変わらないが、しまり強い。

③隅 肌褐色土 Hue ＯＹＲ２/２ 粘性なし しまりなし．暗褐色土を多く含む。

①層 瓜褐色土 Hue ＯＹＲ２/３ 粘性なし しまりなし。焼土と暗褐色土のブロックを多く含み、褐色粘土も少し混じる。

SK138 ②周 黒把色士 肋ｅ ＯＹＲ２/３ 粘性なし しまりなし。①と比べ褐色土のブロックの混じりなし。

③用 黒褐色土 Ih｣ｅ ＯＹＲ２/３ 粘性なし しまりなし。①と同じく、褐色土のブロックを多く含み、１０cm以上も混じる。

表１２３区検出週栂土回注配表

(寸法は検出面で計測したもの） 単位：(、）

通概名 週槙 器号 昼酋 短色 霊さ 僅考

溜跡 SD50 １．５８～ ０．４０ ０．１２

井戸跡 SE7３ 1．２１ 1．１８ 0．５６

SK30 ２．２５～ 2.00～ ０ 2０ 迎物酬十

SK31 2．８０ ２．６０～ ０2５ 週物出士

SK46 1．３８ ０．６６ ０ 5６

SK74 1．２６ ０ 6０ ０ 6６ 遺物出土

SK75 ０．９４～ ０ 9２ 0 4２ SK76に切られる

SK76 ０．５８～ ０ 6５ ０ 1８

SK77 ０．３２～ ０ 4０ ０2４ SK78に切られる

SK78 １．７８～ ０ 9８ ０ 4２ SK79に切られる

SK79 １．１０～ ０．２８～ ０ 3４

土壊
SK80

SK82

０．９０

1．４４

０．７１～

０．２０～

0 2４

０ ３１

SK78.79に切られる、週物出土

SK83 １．００～ ０．６５～ ０ 7８ SK82に切られる

SK84 ､００ ０．７２ ０ 1８

SK87 ､９４ 1．４８ 0 9５

SK88 ０．４４～ 0．６２ 0．１６ SK87に切られる

SＫ 3４ 1．４２ 0．５６ 0．３５

SＫ 3５ 1．１６ ０．６２ 0．３０

SＫ 3６ 1．０８ ０．３６ ０３１

SＫ 3７ 0，９４ ０．５０ 0．５８

SＫ 3８ 1．４８ 1．４４ 0．５８

表１３３区検出週櫛一覧表
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鋪、章調査の成果

第５節確認調査

1．実施場所と経紳

１区の西側、２区の南側のビオトープを連識する場所で確認調査を実施した。ビオトープは全体に盛土を

行い、その範囲内で工輔施工する計画であるため、本発掘澗査の範囲に含めなかった。

２区の発掘調査の結果、調査区で二重の堀跡を確認した。外側の堀跡（SD99）は１区の調在結果と併せ

て方形に巡ることが想定できるが、内側の堀跡（SDl86）については、どのようになっているかを判断する

資料に乏しい状態であった。地元からの要釧もあったので、ビオトープ建設地内で、SD186の状態を把握

する目的で確認調査を実施した。確認した辿柵は検出面で掘削を止めており、過櫛内の掘り下げは実施して

いない。調査終了後、埋め戻して遺梢を保存している。

2．確認調査結果（第３図・第６４図）

トレンチをSD186が伸びていると推定できる方向の４箇所に設定した。北側から南側に向けて１～４の

番号を付けた。

（１）トレンチ１

トレンチ１の西側半分は撹乱が激しく、過櫛等は確認できなかった。東側半分では、地山である褐色土に

掘り込んだ堀跡の一部を確認した。確認面は地表から約55ｃｍ下の部分である。堀跡の製土は晴褐色土で磯

が混じっている｡深さは確認面からの約40ｃｍで､底部は測色土(地山)より下面の明褐色砂喋増に逆している。

（２）トレンチ２

トレンチ２の土層を観察すると、表土（約20cm）の下は明褐色砂磯屑まで客土（約９０cm）である。その

ため、辿榊等の確認はできなかった。

（３）トレンチ３

トレンチ３では西側と東側に寄ったそれぞれの箇所で堀跡を確認した。確認面は地表から約66ｃｍ下であ

る。２条の堀跡は地山である褐色土に掘り込んでおり、澗土は焼土が混じる黒色土である。その確認面の上

に暗褐色土（約27cm）が堆積している。これらを切った状態の方形の掘方と柱痕跡を確認した。

（４）トレンチ４

トレンチ４では堀跡の屈曲した部分を確縄した。確認面は地表から約59ｃｍ下である。堀跡は地山である

褐色土に掘り込んでおり、澗土は焼土が混じる黒色土である。

トレンチ３の西側で確認した堀跡とトレンチ４で確認した堀跡は２区のSD186とつながると想定できる。

この想定が正しければ、SDl86西側部分の屈曲部両端を確認したことになり、その長さが約59ｍになる。
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第６４図確認調査過柵配画図（S=1/500）
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朔Ⅳ承自然科学分析

第Ⅳ章自然科学分析

隈府土井ノ外遺跡の自然科学分析観告

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

隈府土井ノ外辿跡は､迫間川左岸の台地上に立地し､中世の武家屋敷に関迎する遺構･遺物が検出されている。

今回の分析調査では、隈府土井ノ外遺跡の辿柵の年代を確認するために放射性炭素年代測定、遺櫛の性枯を

検証するために寄生虫卵分析、木材利用・植物利用・動物利用の確認のために樹極同定、棚爽同定、骨・貝同

定を実施する。

Ｉ、隈府土井ノ外遺跡の自然科学分析

１．放射性炭素年代測定

(1)試料

試料は、各過柵から出土した炭化材１点、貝３点の合計４点である。

(2)分析方法

土壌や根など目的物と異なる年代を持つものが付着している場合、これらをピンセット、超音波洗浄などに

より物理的に除去する。その後ＨＣＩにより炭酸塩等酸可溶成分を除去、ＮａＯＨにより腐柚酸等アルカリ可滞

成分を除去、ＨＣＩによりアルカリ処理時に生成した炭酸塩等酸可溶成分の除去を行う（酸･アルカリ・酸処理)。

試料をバイコール管に入れ、１９の酸化銅（Ⅱ）と銀箔（硫化物を除去するため）を加えて、管内を真空に

して封じきり、500℃（３０分）850℃（２時間）で加熱する。液体窒素と液体窪素十エタノールの温度差を利

用し、真空ラインにてCO2を糊製する。真空ラインにてバイコール管に梢製したCO2と鉄・水素を投入し封

じ切る。鉄のあるバイコール管底部のみを650℃で１０時間以上加熱し、グラファイトを生成する。

化学処理後のグラファイト・鉄粉混合試料を内径1ｍｍの孔にプレスして、タンデム加速器のイオン源に装祈

し、測定する。測定機器は、３ＭＶ小型タンデム加速器をベースとした'℃-ＡＭＳ専用装世（NECPelletron

９SDH-2）を使用する。ＡＭＳ測定時に、標湘試料である米剛Iil立標準局（NIST）から提供されるシュウ酸

(HOX-Ⅱ）とバックグラウンド拭料の測定も行う。また、測定中同時に'3C/ｌ２Ｃの測定も行うため、この価を

用いて６１３Ｃを算出する。

放射性炭素の半減期はLIBBYの半減期5,568年を使用する｡また､測定年代は1950年を基点とした年代(BP）

であり、誤差は標準偏差（OneSigma;68%）に相当する年代である。なお、暦年較正は、RADIOCARBON

CALIBRATIONPROGRAMCＡＬＩＢＲＥＶ５､0２（Copyrightl986-2005MStuiverandPJReimer）を用い、，誤

差として標遡偏差（OneSigma）を用いる。

(3)結果

同位体効果による補正を行った年代測定結果を表１、暦年較正結果を表２に示す。補正年代は、SD186の

炭化材が４３０士３OBP、SD186の貝が８７０±３OBP、SD85の貝が８１０±３OBP、ＳＫ９の貝が９３０±３OBPを

示し、貝３点がほぼ同年代を示すのに対し、炭化材がそれよりも400年ほど新しい年代を示す。これらの年

代測定値の測定娯差をぴとしてi汁算させた肝年代は、ＳＤ１８６の炭化材がcalAD1,433-1,469、ＳＤ１８６の貝が

calBC1,433-1,478、ＳＤ８５の貝がcalBC1,466-1.524、ＳＫ９の貝がcalBC1,399-1,452である。

暦年較正とは、大気中の1℃濃庇が一定で半減期が5568年として算出された年代値に対し、過去の宇宙線

強度や地球磁場の変動による大弧中の'℃溜庇の変動、及び半減期の違い（１℃の半減期５７３０士４０年）を校

正することである。暦年較正に側しては、本来１０年単位で表すのが通例であるが、将来的に暦年較正プログ

ラムや暦年較正IMI線の改正があった場合の再バト算、再検討に対応するため、１年単位で表している。
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貝３点は、６ｌ３Ｃの値からみて海洋由来の炭素によって構成されていることから、海洋炭素に由来する較正

曲線を用いた暦年較正を行う。リザーバー効果による補正に関しては、地域的な補正を行うための情報に乏し

いため、海洋での一般的な値（暦年較正プログラムのdefault値である約400年）を用い、地域による補正は

考慮していない。炭化材１点については、北半球の大気中炭素に由来する較正曲線を用いる。

暦年較正は、測定誤差ぴ、２ぴ双方の値を計算する。ぴは統計的に真の値が６８％の確率で存在する範囲、２

ぴは真の値が９５%の確率で存在する範囲である。また、表中の相対比とは、ぴ、２ぴの範囲をそれぞれ１とし

た場合、その範囲内で真の値が存在する確率を相対的に示したものである。

2．寄生虫卵分析

(1)試料

試料は、１区ＳＫ５８の４点（埋１層、埋２局、埋３層、埋４層）と１区ＳＫ５９の５点（埋１層、埋２屑、埋

３局、埋４府、埋５屑）の合計９点である。

(2)分析方法

試料10ccを正確に秤り取る。これについて水酸化カリウムによる泥化、節別、重液（臭化亜鉛，比亜2.3）

による有機物の分離の順に物理・化学的処理を施し、寄生虫卵および花粉・胞子を分離・渡集する。処理後の

残涜を定容してから一部をとり、グリセリンで封入してプレパラートを作成し、400倍の光学顕微鏡下でプレ

パラート全面を走査して出現する全ての寄生虫卵と花粉・胞子化石について同定・計数する。

結果は、寄生虫卵については堆椴物１ccあたりに含まれる寄生虫卵の個数を一覧表として、花粉・胞子化石

については同定および計数結果の一覧表として表示する。

(3)結果

結果を表３に示す。同定したいずれの試料からも、寄生虫卵は検出されなかった。また、花粉化石の検出状

況も悪く、木本花粉ではマツ属、コナラ属アカガシ亜属、モチノキ属が、草本花粉ではイネ科、アカザ科、ヨ

モギ属、タンポポ亜科が、1-3個体検出されるのみである。わずかに検出された花粉化石の保存状態も悪く、

ほとんどの花粉外膜が破損・溶解していた。分析プレパラート内の状況写真を図版１に示す。

(4)考察

今回辿柵の性格に関する情報を得るために、寄生虫卵分析を実施した。寄生虫は、それに感染した中間宿主、

あるいは寄生虫卵に汚染されたものなどを摂取することで、終宿主（ヒト）に感染する。寄生虫卵は普通の土

壌中にも含まれるが、糞便などの堆禰物で多産する調査蛎例も報告されている（例えば金原・金原,1992,1993；

金原ほか,1995など)。しかしながら、今回分析を実施したいずれの試料からは、寄生虫卵はｌ個体も検出さ

れなかった。同試料では、花粉化石の産出状況が悪く、保存状態も悪い。一般的に、花粉やシダ類胞子の堆稲

した場所が常に酸化状態にあるような場合、花粉は酸化や土壌微生物によって分解･消失するとされている（中

村,1967;徳永・山内,1971;三宅・中越,1998など)。また、寄生虫卵の分解に対する抵抗性は花粉化石と同程

度とされている（黒崎ほか,1993)。今回の産出状況を見る限り、花粉化石は堆槻後の経年変化により分解・消

失したと推測されることから、寄生虫卵も分解の影響を受けている可能性がある。

なお、わずかながらに検出された花粉化石には、木本類のマツ属、コナラ風アカガシ亜風、モチノキ風、草

本類のイネ科、アカザ科、ヨモギ属、タンポポ亜科が認められた。

3．樹棚同定

(1)試料

試料は、２区ＳＤ１８６から出土した炭化材１点である。

(2)分析方法

8８－
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木口（横断而）・柾目（放射断面）・板目（接線断面）の３断面の割断而を作製し、実体顕微鏡および走査型

噛子顕微鏡を用いて木材組織を観察し、その特徴から削噸を同定する。なお、同定の根拠となる顕微鏡下での

木材組織の特徴等については、局地・伊東(1982)、Wheeler他(1998)を参考にする。また、木材組織の配列

の特徴については、林(1991)、伊東(1995,1996,1997,1998,1999)や独立行政法人森林総合研究所のＨ本産木材

識別データベースも参考にする。

(3)結果

炭化材は、広葉樹のコナラ風アカガシ亜属に同定された。解剖学的特徴等を記す。

・コナラ属アカガシ亜属（Quercussubgen,Cyclobalanopsis）ブナ科

放射孔材で、管壁厚は中lWf～厚く、横断面では楕円形、iIi独で放射方向に配列する。道管は単穿孔を有し、

醗孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、１－１５細胞高のものと襖合放射組織とがある。

(4)考察

炭化材は、辿櫛内から出土しており、炭化していること聯から、何らかの人間活動に伴って火を受けたこと

が推定されるが、用途などの作細は不明である。炭化材の樹秘は常緑広集樹のアカガシリK属に同定された。ア

カガシ亜属は、暖温帯常緑広紫樹林の構成する種類であり、木材は重硬で強度が高い材閥を有する。現在の本

過跡周辺にもシラカシ等が分布していることから、本週跡周辺に生育していた樹木を利用したことが推定され

る。

４．種実の同定

(1)試料

拭料は、１区のP-7から検出された種実過体１点である。

(2)分析方法

柵実を双眼実体顕微鏡下で観察し、現生標本および石川(1994)、中山ほか(2000)等との対照から棚顛と部

位を同定する。分析後の棚実は、容器に入れて返却する。

(3)結果

ブナ科コナラ風(Quercus)の果実に同定された。炭化しており黒色。及さ14.5mm、徒11.5ｍｍ極度の卵状楕

円体。果実頂部にある花柱や般斗の圧痕である輪状紋を欠柵する。基部は切形で、催６ｍｍ程度の111形で維管

束の穴が轄状に並ぶ着点がある。果皮外面はやや平滑で、微細な縦筋がある。

(4)考察

コナラ属には、常緑となるアカガシ亜屈と、落葉となるコナラ亜属（クヌギ節・コナラ節）がある。アカガ

シ亜属は、暖温併常緑広葉樹林の構成棚として、コナラリIi風はその伐採跡に形成される二次林の櫛成細として

広く分布する。本遺跡では、SD186から出土した炭化材がアカガシ亜属に同定されており、少なくともアカ

ガシ亜属が分布していたことが推定される。

。ナラ属の果実（ドングリ）は、一部を除いて灰汁抜きが必要であるが、食用とすることが可能である。長

期保存が可能で収賦も多いため、古くから里山で保謹、採取されてきたｲ棚植物でもある。今回の結果から、

過跡内でも食糊として利用された可能性がある。

5．骨・貝の同定

(1)試料

拭料は、１区SK234埋土一括から出土した’|サ１点、１１XPO60から出土した貝２点、年代測定を実施する１

区SD85埋２肘、２区SD186理３層、１区ＳＫ９取り上げNo.１の貝３点の合計５点である。いずれも中世の

遺櫛から出土したとされている。
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(2)分析方法

試料に付着していた土壌は、乾いた刷毛等で落とす。一部の試料については、一般工作用接着剤を用いて接

合を行う。試料を肉眼で観察し、その形態的特徴から、極と部位の同定を行う。計測は、デジタルノギスを用

いて測定する。なお、同定および解析には金子浩昌先生の協力を得た。

(3)結果・考察

１区SK234埋土一括から出土した骨１点は、現長60ｍｍを計る獣類の肋骨片である。骨体に厚みがあり、

イノシシ(Susscrofa)と推定される。成獣である。

１区ＰＯ６０から出土した貝２点は、ハマグリ(Meretrixlusoria)の左殻１点と右殻１点である。左右殻は別

個体と思われる。右殻は劣化のために原形不明である。左殻は、若干形質をとどめており、殻長50ｍｍ前後と

推定される。いずれも当時食用とされたものが廃棄されたのであろう。

また、年代測定試料を行った試料は、１区SD85埋２層と２区SD186埋３層がアカニシ(Rapanavenosa)で

あった。SK9取り上げNo.１は、アカニシの可能性があるが、破損が著しく殻柱部しか残存していないため、

アッキガイ科(Muricidae)でとどめておく。いずれも螺塔・体層部が破損していることから、中身を取り出す

際に打ち削られた可能性があり、食用後に破棄されたものと考えられる。
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1）計算には、RADIOCARBONCALIBRATIONPROGRAMCALIBREV5､０１

（Copyrightl986-2005MStuiverandPJReimer）を使用

2）計算には表に示した丸める前の値を使用している。

3）１桁目を丸めるのが憤例だが、暦年較正曲線や暦年較正プログラムが改正された場合の再計算や比較が行

いやすいように、１桁目を丸めていない。

4）統計的に真の値が入る確率はｏは68%、２□は95％である。

5）相対比は、ロ、２。のそれぞれを１とした場合、確率的に真の値が存在する比率を相対的に示したもので

ある。

表1．隈府土井ノ外遺跡の放射性炭素年代測定結果

衷3．隈府土井ノ外遺跡の寄生虫卵・花粉分析結果

1）年代値の算出には、Libbyの半減期5568年を使用。

2）ＢＰ年代値は、1950年を基点として何年前であるかを示す。

3）付記した誤差は、測定誤差ぴ（測定値の68％が入る範囲）を年代値に換算した値。

表２隈府土井ノ外遺跡の暦年較正結果

第Ⅳ軍１．１然科学分析
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地区 遺柵 悶位 弧別
補正年代

(BP）
冊年較正年代（cal） 相対比 CodeＮｏ．

2区 SD186 埋3層 炭化材 432士３２

０

２｡

Cａ

函
唖

A０１，４３３－Ｃａ

ａ
ａ
ｃ
Ｃ

』
－

９
１
１
０
４
６

１
１

岨
岨

AＤ１，４６９

AＤ１．５１１

AＤ１．６１５

Ｃａ

函
函

BＰ５１７－４８１

B Ｐ ５ ３ １ － ４ ３ ９

８Ｐ３４９－３３５

1.000

0.958

0.042

9612-1

2区 SD186 埋3個 貝 874土３２
｡

２ヶ

Cａ

Cａ

AＤ１．４３３－Ｃａ

AＤ１．４０９－Ｃａ

AＤ１．４７８

AＤ１，５０８

Cａ

Cａ

BＰ５１７－４７２

BＰ５４１－４４２

1.000

1.000
9612-4

1区 SD85 埋2層 貝 809±３２
ロ

２｡

Ca

Ｃａ

ADL466-ca

ADL442-ca

AＤ１，５２４

AＤ１，５８５

Cａ

Cａ

BＰ４８４－４２６

BＰ５０８－３６５

1.000

1.000
9612-3

1区 SK9 貝 929士３１
ぴ

２口

Ｃａ

Ｃａ

AＤ１．３９９－Ｃａ

AＤ１．３４２－Ｃａ

AＤ１．４５２

AＤ１，４６６

Cａ

Cａ

BＰ５５１－４９８

BＰ６０８－４８４

1.000

1.000
9612-5

地区 退栂 番号 層位 租類 補正年代

BＰ

６'℃

(96｡）

測定年代

BＰ

CodeＮｏ． MeasurementNo．

２区 SD186 埋３園 炭化材 430±３０ －２７．３７±０．５６ 470士３０ 9612-1 IAAA-62852

２区 SD186 埋３間 貝 870土３０ －２．９７土０．５７ 520土３０ 9612-4 1AAA-62855

１区 SD85 埋２価 貝 810±３０ －０３１±０．５８ ４１０±３０ 9612-3 IAAA-62854

１区 SK9 No.１ 貝 930±３０ －１．６３±０．６３ 550土３０ 9612-5 IAAA-62856

租類、賦料名
SK58ＳＫ５９

埋１層埋２層埋３閣埋４層埋１間埋２厨埋３層埋４用埋５闇

木本花粉

マツ属 １

コ ナラ風アカガシ亜属１１

モチノキ風１

草本花粉

イ ネ科１２ １

アカザ科

ヨ モギ風１３２１

タンポポ亜科 １

シダ類胞子

シ ダ類胞子３７３６６１５５

合計

木本花粉００１ ０ １ ０ ０ １ １

草本花粉１３１１１４０２１

シダ類胞子３７３６６１５１５

総計４１０５７８５５４７
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（1.2）（3a）（3b,c）（４）

1.状況写真(SK58;埋１府）
2.状況写真(SK59;埋４府）
3.コナラ属アカガシ亜属(２区SD186;埋３層）

ａ:木口,ｂ:柾目,ｃ:板目
4.コナラ属果実(1区;Ｐ-7）

ａ:側面観,ｂ:上面観‘ｃ:下面観
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図版１隈府土井ノ外遺跡の寄生虫卵分布プレパラート内状況写真・炭化材・菰実遺体
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1.獣類(イノシシ？）

肋骨(１区SK234埋土一括）
2.ハマグリ左殻(１区PO60）

3.ハマグリ右殻(１区PO60）
4.アカニシ(１区ＳＤ８５埋２層）

5.アカニシ(１区ＳＤ８５埋２層）

6.アカニシ(２区SD186埋３層）
7.アッキガイ科

（１区ＳＫ９取り上げNo.1）
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節Ｖ承緯抽

第Ｖ章総括
第１節遺構の保存と活用

1．遺構の保存

辿櫛の保存については、発掘調査実施前や実施中に施投課・営繕室・文化課の三者で、投計変更等の協織を

行った。協議の結果、新しく建設するプールは底面を３０ｃｍかさ上げすることで、遺櫛の全面保存を図った。

職員駐車場は検出した遺構等に影響がない工事を行うことで、遺榊の全面保存ができた。また、アリーナはで

きるだけ遺櫛に影響を及ぼさないような方法で工邪を行い、部分的な保存をすることができた。保存できる部

分は将来に向けて、平成18年度の発掘調査実施箇所を明確にする目的で、山砂による埋め戻しを行った。

2．調査成果の活用（第65図）

発掘調査の成果を活用するために､施設課･営譜室･文化課の三者で協繊を行い､以下の(1)～(5)を実施した。

(1)高校玄関の西側壁面には、薬剤処理を施した４．５号堀跡の剥ぎ取った土層断而を展示し、解説文を掲

叔した（写真1)。

(2)アリーナ南側の職員駐車場では､下面に保存してある４．５号堀跡の平面位置を白線で表示した（写真2)。

(3)高校正門を入った西側にあるビオトープの南東隅部には､１区で確認した２号井戸跡を移設復元した（写

真3)。

(4)２号井戸跡復元箇所の隣接地点には、発掘調査の成果を掲戟した解脱板を設置した（写真4)。

(5)新校舎３階の屋上庭園の縁石には、調査区内で出土した遺横の柵成要素となっていない円喋を再利用し

た（写真5)。

第２節遺構と過物

1．掘立柱建物跡と柵列跡の変遷

ｌ区のほぼ中央部に遺構が重複している箇所がある。その部分で、辿構の新旧関係を把握するために、過榊

の掘り込み面、遺櫛の切り合い関係を検討し、明確なものを整理すると次のようになる。

（１）174号掘立柱建物跡と175号柵列跡の両者は３燭から掘り込んでいる。

（２）174号掘立柱述物跡は１２号掘立柱建物跡より古い。

（３）１２号掘立柱建物跡は95号掘立柱建物跡より古い。

以上のように、過櫛の新旧関係から３時期が存在したことが分かり、これらを古い時期から順に１期～３期

とした。

１期：174号掘立柱建物跡と175号柵列跡の時期

２期：１２号掘立柱建物跡の時期

３期：９５号掘す柱建物跡の時期

2．堀跡の変遷

大きな満跡は堀跡と表現する。１区では４．５号堀跡、２区では99号堀跡・’86号堀跡を確認した。これら

の変避について考えてみる。

４．５号堀跡の土府断面を観察すると、２回の掘り込みが確認できる。般初の掘り込みは５層の砂磯屑まで掘

り込んでおり、断面形は台形を呈している。最初の堀跡がある程度埋まった段階で、殿初の掘り込みよりやや

東側にずれた位世で部分的に榎土の途中まで掘り直している。掘り直した堀跡の断面形は略三角形を呈してい

る。２回目の掘り込みがある箇所の土制断面を観察すると、１回目の掘り込みに堆積した土は自然堆稿による

ものと判断できる。このことから、１回目の掘り込みと２回目の掘り込みにはある程度の時川差があると瀞え

ることができる。

しかし、当初の掘り込みと２回目の掘り込みから出土した遺物は１４世紀後半～１５世紀前半であり、両者

に明確な時期差は認められない。このことは、２回目の掘り込みが当初の掘り込み澱土を掘り下げていること

に起因すると考えられる。
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186号堀跡は上面が削られており、残っているのは下面付近である。残存部の断面形は９９号堀跡、４．５号

堀跡の１回目の掘り込みと同様に台形である｡土脳断面を観察すると､これも５層の砂喋１Ｗまで掘り込んでいる。

この状況も９９号堀跡、４．５号堀跡の１回目の掘り込みと同じである。この堀跡から出土した遺物も１４世紀
後半～１５世紀前半である。

以上のことから、９９号堀跡は４．５号堀跡の１回目の掘り込みと一連のものであり、両者が検出した方向で

伸びればほぼ直角に交わると推定できる。また、同時期に１８６号堀跡も存在したと考えられる。

３．１期～３期の遺櫛構成の想定

１期～３期各期の過櫛の構成については、上記１．２の遺櫛変遷をもとに次のように考えた。
１期（第66図）

１区に４．５号堀跡、２区に９９号堀跡、１８６号堀跡があり、満で区画された方形区画が内外の二mに存在す
ると考えられる。

確認できた部分は４．５号堀跡で約７３ｍ、９９号堀跡で約２０ｍである。この時期に過榊の新旧関係で検討し

た174号掘立柱建物跡、175号柵列跡があると考えた。これらに伴うと推定できる遺柵を取り上げ、まとめる

と下記のようになる。

１区３４．５号堀跡、174号掘立柱建物跡、175号柵列跡、205号柵列跡、２１５号柵列跡、１号井戸跡

２区：９９号堀跡、186号堀跡、２５１号掘立柱建物跡、２４６号柵列跡、２５５号柵列跡

３区：６５号掘立柱建物跡、７３号井戸跡

2期（第67図）

２期には掘り直しをした４．５号堀跡が存在し、９９号堀跡、186号堀跡には掘り直しが行われていないので、

2期には存在しないと考えた。遺柵の新旧関係で検討した１２号掘立柱建物跡が２期に存在すると琴えた。こ

れらの遺櫛と同時期に存在すると推定したものを取り上げ、まとめると次のとおりになる。

ｌ区８４．５号堀跡、１２号掘立柱述物跡、２６号掘立柱建物跡、９１号掘立柱建物跡、２２号柵列跡、208号柵

列跡

２区3247号掘立柱建物跡

３区８６４号掘立柱建物跡、２８４号掘立柱建物跡、７０号柵列跡

3期（第68図）

３期には遺榊の新旧関係で検討した９５号掘立柱建物跡、４．５号堀跡が存在すると考えた。これらの遺構に

伴うと推定したものを盤理し、まとめると下記のようになる。

１区：４．５号堀跡、９５号掘立柱建物跡、１９号掘立柱建物跡、206号柵列跡、２０７号柵列跡、２号井戸跡

３区：６９号掘立柱建物跡、283号掘立柱建物跡

４．１期～３期の時期

出土遺物の中心となるのが１４世紀後半～１５世紀前半のものであることから、遺榊変避を考慮して各期の時

期を比定すると次のようになる。

１期：１４世紀後半～１４世紀末頃と考えられる。

２期：１４世紀末頃～１５世紀初頭と考えられる。

３期：１５世紀初頭～１５世紀前半と考えられる。

5．土師器

土壌から土師器が一括して出土したものの中で、８号･９号･１０号･116号．117号土城出土の土師器を選んで、

土鱗ごとに法量比較表を作成した（表１４)。

この表はＸ軸に口径、Ｙ軸に器高をとり、計測した土師器１点を１ドットで表示したものである。統計処

理した土師器は８号土城６５点、９号土峨３１点、１０号土城２３点、１１６号土城３７点、１１７号土壌１４点である。

これら５基の土城出土土師器に共通していることをまとめると､次のようなグループ分けをすることができる。

小型製品のグループ：口径６～7ｃｍ前後、器高1.4～2ｃｍ前後の計測値をもつ土師器

中型製品のグループ：口径１０～１１ｃｍ前後、器商2.2～３ｃｍ前後の計測値をもつ土師器

上記の２グループの他に、次のようなグループが１１６号土壌出土土師器の中に見られる。
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第６６図週綱変週図（１）（S=1/1000）

第６７図過栂変通図（２）（S=1/1000）
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表１４土師器法量比較表
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大型製品のグループ：口径１３～14ｃｍ前後、器高3ｃｍ前後の計測値をもつ土師器

極小製品のグループ：口径3ｃｍ前後、器高1ｃｍ前後の帥測値をもつ土師器

小型製品や中型製品の土師器出土数と比べると、大型製品と極小製品の土師器出土数は少ない。また、中型製

品のグループの中に、休部中程に段をもち、そこから口縁端部に向けてさらに外側に開くものが多数出土して

いるのが特徴的である。

第３節今回検出した遺織の評価

1．菊池市隈府の字図

第69図は菊池市隈府の字図である。今回の発掘調査を実施した箇所は字図の「土井ノ外」にあたる。

その東側方向の「城山」の字名がある地点の丘陵に菊池城跡（第70図の⑤）が築造されている。城は標高

約１１０ｍの丘陵地にあり、地形の改変を受け残存状態は良くない。過梢として確認できるのは北側斜面の空堀

と土塁である。「城山」の南側には「守山」の字名が残っている。これらの丘陵下には平地が展開しており､｢城

下」「院馬場」「堀木屋散」「屋敷」「町」「蕨ノ内」「前田」「南田」「上堀外」「下堀外」「南古町」「古町」「堀ノ

内」などの字名があり、方形区画になっている（文献２ｐｐ､109-110)。

今回確認した４．５号堀跡は「土井ノ外」と「城下」の間にある道路（通称：御所通り）にほぼ直行してい

ることから、この通路は当時の道路状態を残していると考えられる。そうなれば、字図にある方形区画は菊池

城が存在した時代の区削りを留めていると思われる。

難き
一一

己

第６９図菊池市隈府字図
(『菊池市史』付５｢菊池市字図」を一部改変）
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2．菊池十八外城跡（第７０図）

菊池十八外城跡は菊池城跡を中心にして、周囲を取り囲むように配慨されたものであり、この呼称は「菊池

風土記」（渋江公正1794）に初めて登場するようである（文献１ｐ､616)。以下、各城について概観する。

①菊池古城跡：菊池古城跡は周囲が水田である低地に位置している。現状で確認できる遺構としては、方形

に成形された平坦面とその周囲に巡る堀跡である。この状況から、城跡というよりも館跡の可能性が高い

（文献２ｐ､１０６)。

②古池城跡:古池城跡は現集落からの比高差約２５ｍの丘陵地に造られている。丘陵の先鎧部に直径約１０ｍ、

高さ約1.2ｍの高台の過櫛が確認でさる（文献２ｐ､107)。

③戸崎城跡：戸崎城跡は標高約100ｍの山地に築造されており、遺柵が２箇所で確認できる。１箇所は城跡

の中心部に略円形（直径約１２ｍ）の高台があり、その周辺部に同心円状の曲輪が確認できる。この箇所

から北へ約５０ｍの地点に遺櫛が確認できる箇所がもう１箇所ある。それは帯状の平坦地、土塁、空堀で

ある（文献２ｐ､108)。

④城林城跡：城林城跡は標商約140ｍの山地に位置している。陥縄できる遺構は次のとおりである。中心

部に三日月状の平坦地があり、その中央部に塚と呼ばれる小マウンド（直径約５ｍ）がある。東側には内

堀、外堀が確認できる（文献２ｐｐ,108-109)。

⑥茂藤里城跡：茂藤里城跡は現集落との比高差約６ｍの帯状の小山に造られている。平坦地、堀切状の地形

が確認できる（文献２ｐ,110)。

⑦市成城跡:市成城跡は標高約640ｍの山地に位置している。この地点から大喪が表採されたとのことだが、

現状では遺櫛は確認できない（文献２ｐ,111)。

③黄金塚城跡:黄金塚城跡は菊池から阿蘇二重峠に至る山越週に沿った標高約223ｍの山地に造られている。

最も高い箇所に帯状の平坦地があり、その北側に土塁状のマウンドが確認できる。平坦地の東側端部に堀

切が観察できる（文献２ｐ､112)。

⑨葛原城跡：葛原城跡は標商259ｍの栗山に位置し、周囲は深い谷に囲まれている。東側の鞍部のくぴれ

部以外は開墾のため旧地形を殆ど止めていない（文献２ｐｐ､112-113)。

⑩腿取城跡：膿取城跡は標高約242ｍの丘陵上に立地している。確認できる遺構は次のとおりである。中

心部に高台の平坦部があり、その周囲に曲輪が存在する（文献２ｐｐ､113-114)。，

⑪五社尾城跡：五社尾城跡は隙高約３１９ｍの山地にある。尾根を東西方向に断ち切る３条の堀切で４区画

に分けており、人工的な平坦面が２箇所で確認できる（文献２ｐ､114)。

⑫虎口城跡：山鹿市菊鹿町と菊池市との境にある標高約679ｍの山頂部分に平坦部が確認できる。この簡

所が虎口城跡と考えられる（文献２ｐｐ､114-115)。

⑬掛幕城跡：掛幕城跡は隠澗約４１５ｍの山地に立地しており、確認できる遺構は北側部分にある堀切であ

る（文献２ｐ,115)。

⑭穴の城跡：穴の城跡については現状では城の遺構が確認できない。東側に「城野」の小名が残っている箇

所は城跡の可能性がある（文献２ｐｐ､115-116)。

⑮神尾城跡：神尾城跡は台地の南端部に位置するが、土塁が部分的に残っているだけで、詳細は不明である

（文献２ｐ,116)。

⑯台城跡：台城跡については、現状では城跡に関連する遺櫛は確腿できない（文献２ｐ､117)。

⑰増永城跡:増永城跡は平地にあり､土塁が部分的に残っている。城跡というよりも館跡の可能性が商い（文

献２ｐｐ､117-118)。

⑬地尾城跡：亀尾城跡は標間約７１ｍの丘陵上にあり、大半が削平されているが、部分的に堀切が確隠でき

る（文献２ｐ､118)。

菊池十八外城跡を見てみたが、すべてが城跡とは言えず､①菊池古城跡､⑰増永城跡は館跡の可能性が商く、

現状では城跡とは考えられないものが⑦市成城跡、⑯台城跡である。

上記の４箇所を除いて、⑤の菊池城跡を中心にして周囲に分布する城跡を見ると、北側及び北東側に分布す

る城跡は山地に立地しており、南側及び南西側に分布する城跡は台地や丘陵に立地している。これらの城跡は

9９－
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東大道遺跡７．府内城城下町８．束田室遺跡９．亀甲山古墳１０．古冨古墳１１．千人塚古城１２．永興遺跡
羽屋園遺跡Ｍ・金剛宝戒寺跡１５．石明辿跡１６．町口遺跡１７．岩屋寺遺跡１８．円寿寺１９．金剛宝戒寺
上野廃寺２１．大友上原館跡２２．岩屋寺石仏２３．竜王畑遺跡２４．元町石仏２５．大臣塚古城２６．守岡遺跡
羽田遺跡２８．下郡遺跡群

第７１図大分平野の地形と主要遺跡（1/32500）（『豊後府内４』より引用）

現段階で築造年代をど察する考古学的な涜料がないため、菊池城跡とIIil時代に存在したかどうかのWll断がで

誉ない。しかし、これらの城跡が1両l時代に〃/Eしたと仮定すれば、捕池城跡の周囲を城跡がほぼ光余に近い

状態で取り'１１'んでおり、堅問な防術体制であったと想定できる。
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Ｐ『
今

説

第７２図「府内古図」と街路名称の設定

（『豊後府内４』より引用）

3．

銅Ｖ噸純柵

大友氏と大内氏に関連する遺跡の調査

成果

(1)豊後国の守謹大友氏の関連遺跡の発掘調

査の成果

大友氏館跡、中世大友城下町跡などの

大友氏に関巡する辿跡は、大分川が別府

湾に流れ込む箇所から直線距離で約３kｍ

の地点で東側に膨らんでいる所の左岸の

自然堤防上に位慨している。この地域で

本格的な町づくりが開始されるのは、徳

地元年（1306）に万寿寺が建立されてか

らである。これ以降、１６世紀中頃から後

半に最盛期になり、１７世紀初頭に近世府

内城下町築造に伴って移転するまで継続

している（第７１図、文献３ｐｐ､4-6)。

中世豊後の中心地を描いた「府内古図」

については、「大分市史」絹纂時に「府内

古図」の原図と思われるものが確認され

た。その後、明治時代の地籍図との雛合

性を図り、現存する大智寺、稲荷などを

基点として現在の地図に写し、ほぼ正確

な位置を把握することができている。３

稲類ある「府内古図」との整合性を図り、

名称を統一したものが第７２図である。

「府内古図」に描かれているのは、大友

館、万寿寺、御蔵場などの施設・迎物類

や街路で、街路は４本の南北街路と５本

の東西街路がある。また、中世大友城下

町跡出土の土師徹土器の編年によると、

１４世紀初頭～１６世紀末の遺物が出土し

ており、中世「府内」の存続期間と考え

ることができる（文献４ｐｐ,8-9)。

１６世紀後半を中心とした時期に、「府内」の中心地である大友館が二町四方の規模に整備拡張され、

航の南東隅に池を伴う庭園が配置されたと考えられ、「府内古図」に描かれている梯子が完成したと推

定されている。また、大友館には二棚類の館があり、一つは府内中央部に貿易都市府内の行財政の符理

拠点としての機能をもつ守謹館としての大友館で、もう一つは府内に隣接した台地上に武家の棟梁館と

しての機能をもつ大友上原館である。このような二樋類の館の存在に、館の機能分化がされていたと考

えられている（文献５ｐｐ､4-5)。

(2)周防・長門国の守漉大内氏館跡発掘調査の成果

大内氏館跡は江戸時代に描かれた「山口古図」に表示してあり、その存在が知られていた。昭和５３

年座から山口市教育委員会により発掘調査が実施され、その内容が明確になっている。館は堀や土塁を

巡らした区画があり、その規模が時期ごとに変化している。

－１０１－
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第７４図大内氏館跡の変遷（『史跡大内氏館跡西門』より引用）
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４．まとめ

「隈府」の字図に表現されている区割りは、発掘調査で確認した堀跡との関係で当時の状況をある程度反映

していると考えられる。このことは「府内古図」との比較からも肯定的なものと思われる。また「隈府」の字

図には「堀」「土井」「屋敷」などの字名が残っていることから、堀や土塁によって区画された屋敷が存在した

と推定される。

今回の発掘調査で検出した二重の堀跡は方形になると考えられ、外側の堀跡の規模はほぼ南北方向、ほぼ東

西方向ともに９０～１００ｍと推定できる。これは大友氏・大内氏の館跡の区画と比較すると小規模である。今

回検出した建物が大友氏、大内氏と同じ守護である菊池氏館の建物とするには不十分であり、庭園等の遺柵も

確腿できていない。また、「府内｣、「山口」では守謹館を中心にした町づくりが行われているが、今回の発掘

調査箇所である「土井ノ外」は「隈府」の字図中で中心になっていない。以上のことから、「土井ノ外」とし

て区画された敷地を菊池氏館跡とするには、現状では無理がある。

古図が残っていない「隈府」の区画された敷地の内容を明確にしていくには、「土井ノ外」の区画以外の周

辺地区の内容を把握し、ある程度「隈府」全体の梯相が確認できた段階で、調査成果を比絞検討しなければな

らない。それには大友氏・大内氏の両遺跡で行われているような広域的、継続的な調査を長期計画のもとに行

い、その成果を蓄稲していくことが必要である。「隈府」地域に残されている埋蔵文化財は地域に根ざした歴

史的遺産であるため、地域の埋蔵文化財の状況を的確に把握することができる市町村は発掘調査の成果を蓄積

するのに重要な役割を果たすと考えている。

また、「府内」の空間構造を榊成する要素として、「府内」の外郭や広域的な「大府内」の存在が指摘されて

いる（文献５ｐｐ､7-8)。「隈府」を中心地とすれば、その外郭を構成する要素が十八外城と呼ばれている城跡等

にあると推定できる。しかし、現状ではその築造年代や遺榊等の詳細は明確でないため、今後、「隈府」と同

棟な調査が課題であると思う。

引用・参考文献

1．菊池市１９８２「菊池市史』上巻

2．熊本県教育委員会１９７８１熊本県の中世城跡ｌ熊本県文化財調査報告第３０集

3．大分県教育庁埋蔵文化財センター２００６『豊後府内４第１分冊」大分県教育庁埋蔵文化財センター綱査

報告書第９集

4．大分県教育庁埋蔵文化財センター２００７『豊後府内6」大分県教育庁埋蔵文化財センター調査報告醤第

１５集

５．坪根伸也２００４「守識大友氏と豊後府内（府中）の空間梢造」「守謹所・戦国城下町を考える（シンポジ

ウム資料集)」

6．山口市教育委員会２００５「史跡大内氏館跡西門」解説資料

－１０４－
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図版

No.
報弼 器弧 材質

出土地点

地区 週栂 閣位

法量（

長さ 醐 孔上

､）

孔下 厚さ ｍさ（９）

3６ 1２ 浮子 軽石 区 SK59 長径８．１５ 短径７．１５ 2.7 2.2 4.3 84.1

4０ 4４ 硯 安山岩 区 ３．３５～ 4.6 1.7 26.6

4０ 4５ 浮子 軽石 区 一括 径8.3 2.1 2.5 4.7 114.0

4０ 4６ 浮子 軽石 区 H-12G 径6.8 1．２５ 1.6 2.6 67.5

4０ 4７ 腎固鄭笛金具 腎鋼 区 ﾄﾚﾝﾁ 一括 2．２０ 3．８０ 0.1 4．９４

4４ 1２ 硯 粘板増 ２区 SD99 ２用 ９．８５ 6．４５ 1.8 142.4

表２４その他の過物観察表

図版

No.
紐番 梱類

出土地点

地区 適梱 圃位 径《、）

畠量

、母（皮〕
傭考

4０ 4８ 照軍元費 1区 ｶｸﾗﾝ ３ ２８ 中国・宋の神宋の元盟元年（1068年）餌造

4０ 4９ 唖宋元密 1区 F-10G 一括 ４ 3.0 中国・北宋の国東の逓中鐙岡元年（1101年）佃識

5２ 洪武通賢 ２区 SD99 埋５別 ２ 1.9 中国・明の太祖の洪武元年（1368年）餌造

5２ ２ 寛永通賓 ２区 ｶｸﾗﾝ ３ 2.0 江戸時代から用いられた代表的な貨銭

5２ ３ 寛００賀 ２区 ｶｸﾗﾝ ３ 0.9 残存1/２

5２ ４ 不明 ２区 P810 ２ 1.9

5２ ５ 寛永通賢 ２区 澗掃時 一括 ４ 2.7

5２ ６ 寛永通賢 ２区 ｶｸﾗﾝ 2５ ２９ 裏に文の文字あり

5２ ７ 洪武通賢？ ２区 ｶｸﾗﾝ 一括 2４ 2.5 、

5２ ８ 不明 ２区 ｶｸﾗﾝ 一括 2３ 2.7

不明 ２区 ｶｸﾗﾝ 一括 2２ ２．５

不明 ２区 ｶｸﾗﾝ 一括 2３ 3.2

不明 ２区 ｶｸﾗﾝ 一括 2２ 1.7 ＞８個が付藩した状胆で検出
不明 ２区 ｶｸﾗﾝ 一括 2２ 1.5

不明 ２区 ｶｸﾗﾝ 一括 2２ 1.5

不明 ２区 ｶｸﾗﾝ 一括 2２ 1．１
一

不明 ２区 澗掃時 一括 2３ ２．２

6２ ８ 大Ｏ(通団） ３区 SK31 埋土ﾄﾚﾝﾁ 2４ 2.4 大観通買？

表２５ 出士古銭観察表

－１１４－



図版３掘立柱建物跡（ＳＢ１９）（西→東）

図版７掘立柱建物跡（SB95）（北→南）
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図 版１１反全畏 図版２掘立柱建物跡（ＳＢ１２）（西→東）
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図版１０柵列跡（SA144）（南→北）

図版９柵列跡（ＳＡ２２）（西→東）
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図版２４井戸跡（ＳＥ1）（東→西）
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図版４５土堀（SK171）（東→西）

図版４７士服（ＳＫ２００）（東→西）
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あとがき

熊本県立菊池高等学校校舎等改築工事のために、平成１７年度から１８年度の限られた時間のなか

で埋蔵文化財発掘調査が行われました。平成１９年度から整理を開始し、平成２０年度には担当者の

変更と資料室の移帳などを経て、やっと、ここに隈府土井ノ外辿跡の報告書が完成しました。

報告書にとりまとめることができたのは、ひとえに暑い時も寒い時も発掘作業をしていただいた

方々、暖かく見守って下さった菊池高校や地域の皆様、整理作業に携わってくださった多くの方々

の努力の賜物です。本当にありがとうございました。

なお、菊池高校の玄関横には、本調査で発掘された中世の堀跡の土屑断面が、ビオトープには井

戸跡が当時を物語っております。もし、現地に行かれる機会がありましたら、是非観ていただきた

いと思います。

【調査作業に携わった方々 】

背山立子、麻生昭子、麻生昇、池田登、池遥智佳子、石井聡郎、稲本佳子、上村明徳、有側窓史、

大久保哲哉、大久保嫡子、岡内正子、緒方京子、緒方広幸、緒方義江、垣田菜美、川口敬太郎、菅

規男、木佐木博美、木村エミ子、久保りか、児玉惟清、小山勝子、坂川安治、佐藤シモ子、佐藤昭

三、城惟消、城修一、城隆義、瀬田哲磨、苔ヨシメ、高野史郎、高野せい子、田代妙子、中川千章、

中林静代、中村精一、平野康子、堀京之助、本田揚子、前田幸一、前田蛸夫、増田政隆、松岡祐

三、宮川エイ子、宮本敦史、村上勝也、村上幸喜、守田妙子、山下太郎、渡辺進一（以上、敬称略・
五十音順）

【整理作業に携わった方々 】

入船多美子、内田孝子、大塚トシ子、甲斐正子、川井田久子、古閑知子、後藤直美、重永照代、谷

川亜紀子、谷村恵子、益田久子、村山紀子、山下千栄子、平川恵里子、平川早苗、府内博子、松本
裕子、宮崎典子（以上、敬称略・五十音順）
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